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 協力隊後の生き方
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一般
シニア

日系一般
	日系シニア

＝青年海外協力隊／海外協力隊
＝	シニア海外協力隊
＝	日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊
＝	日系社会シニア海外協力隊

■	合計
一般 シニア 日系一般 日系シニア 小計

派遣中
（男性／女性）

1,385
（583／802）

127
（96／31）

84
（33／51）

21
（8／13）

1,617
（720／897）

累計
（男性／女性）

45,776
（24,302／21,474）

6,553
（5,298／1,255）

1,542
（597／945）

547
（252／295）

54,418
（30,449／23,969）

■	アフリカ地域
国名 一般 シニア

ウガンダ 45 2
エスワティニ 1
エチオピア 16
ガーナ 45
ガボン 14 3
カメルーン 21 2
ケニア 34 3
ザンビア 49 5
ジブチ 9
ジンバブエ 8
セネガル 37 1
タンザニア 56 2
ナミビア 11
ベナン 33
ボツワナ 16
マダガスカル 28
マラウイ 27
南アフリカ共和国 6 4
モザンビーク 29 1
ルワンダ 36

国名 一般 シニア 日系一般日系シニア

アルゼンチン 13 6 5
エクアドル 32 2
エルサルバドル 13
キューバ 1
グアテマラ 16 1
コスタリカ 23 5
コロンビア 14 5
ジャマイカ 20 2
セントビンセント 3
セントルシア 7
ドミニカ共和国 27 4 1
ニカラグア 2
パナマ 13 2
パラグアイ 27 2 5 2
ブラジル 69 12
ベリーズ 13
ペルー 36 5
ボリビア 26 1
ホンジュラス 19
メキシコ 2 5

■	中南米地域
国名 一般 シニア

インド 20
インドネシア 12 1
ウズベキスタン 19 5
カンボジア 18 2
キルギス 27
タイ 15 4
タジキスタン 2
中華人民共和国 10
ネパール 32 4
東ティモール 33
フィリピン 24 2
ブータン 15 4
ベトナム 26 9
マレーシア 13 5
ミャンマー 14
モルディブ 7
モンゴル 35
ラオス 36

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 一般 シニア

セルビア 6 2

国名 一般 シニア

キリバス 2
サモア 13 1
ソロモン 16 1
トンガ 14
バヌアツ 23
パプアニューギニア 20 1
パラオ 9 5
フィジー 19 3
マーシャル 7 2
ミクロネシア 12 4

■	大洋州地域

国名 一般 シニア

エジプト 14 1
チュニジア 6
モロッコ 19 2
ヨルダン 35 1

■	中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況

（2020年6月末現在、単位：人） ※新型コロナウイルスの感染拡大により、
派遣中隊員は全員一時帰国中です。

現在の派遣国数

73 カ国
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ロゴタイプデザイン：（株）AND
レイアウト：（株）AND
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が活動・生活を円滑に行うための実
践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還元に関する有
益な情報を提供し、対象者に配布しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度3次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

　JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 8、14、16、24
林業・森林保全 12
建設機械 22
マーケティング 20
観光 32
シンクロ
 （現・アーティスティックスイミング） 23

バドミントン 33
理科教育 18
数学教育 10
体育 4
幼児教育 28
栄養士 26
公衆衛生 36
障害児・者支援 6

■国別索引 掲載ページ
インドネシア 23
エジプト 4
エチオピア 32
ケニア 20
サモア 18
ジャマイカ 10
セネガル 14
チリ 4
ドミニカ共和国 33
ネパール 6、8、36
パプアニューギニア 16
フィリピン 29
ブータン 22
ベネズエラ 12
マラウイ 24

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道 32
山形県 24
栃木県 6
東京都 33
神奈川県 10
長野県 12
滋賀県 22
京都府 23
兵庫県 16
岡山県 14
香川県 20
長崎県 8
沖縄県 18

2020 AUG

Contents

	 18	 私の引継書
	 	 さん（サモア・理科教育・2017年度3次隊）

	 20	 	“失敗”から学ぶ
	 	 さん（ケニア・マーケティング・2017年度3次隊）

	 22	 希少職種図鑑
	 	 ▶建設機械　 さん（ブータン・2017年度2次隊）
	 	 ▶シンクロ（現・アーティスティックスイミング）　 さん（インドネシア・2017年度4次隊）

	 24	 JICA	Volunteers’	Before	▶	After	〜人生を変えた2年間〜
	 	 自然エネルギー機材を扱う企業の社員　 さん（マラウイ・コミュニティ開発・2015年度3次隊）

	 26	 帰国後よもやま話
	 	 栄養士隊員篇

	 28	 Pick	Up	OB・OG会
	 	 ▶青年海外協力隊幼児教育ネットワーク
	 	 ▶協力隊フィリピンOB/ＯＧ会

	 30	 JICA海外協力隊的プチテクガイド
	 	 好きな布でネクタイをつくろう！／手洗いの啓発活動／保存食づくりに挑戦

	 32	 先輩隊員のシューカツ記
	 	 インパック株式会社社員　 さん（エチオピア・観光・2016年度3次隊）

	 33	 JOCV	SPORTS	NEWS
	 34	 JICA海外協力隊のつぶやき
	 	 お題：「寝具」

	 35	 INFORMATION
	 36	 隊員めし
	 	 ニンニク多めの野菜炒め	中国東北地方の「地三鮮」

      派遣国の横顔
  〜ネパール〜
 6	 障害者支援　
	 	 さん（障害児・者支援・2017年度1次隊）

 8	 収入向上　
	 	 さん（コミュニティ開発・2016年度1次隊）

 4	 JICA	Volunteers’	Reports
	 	 ▶チリ障害者スポーツの縁の下の力持ちとしてチリと日本の懸け橋に！（チリ）
	 	 ▶幼児教育にかかわる隊員たちが派遣国に向けた教材アイデア集を作成（エジプト）

	 	 	 特集

      協力隊後の生き方
  〜“起業”の道〜
 10	 　教育　
	 	 さん（ジャマイカ・数学教育・2016年度1次隊）

 12	 　林業　
	 	 さん（ベネズエラ・林業・森林保全・2014年度1次隊）

 14	 　アパレル業
	 	 さん（セネガル・コミュニティ開発・2014年度2次隊）

 16	 　飲食業　
	 	 さん（パプアニューギニア・コミュニティ開発・2013年度4次隊）

JICA海外協力隊の種類（呼称）は、「青年海外協力隊」
「海外協力隊」「シニア海外協力隊」「日系社会青年海
外協力隊」「日系社会海外協力隊」「日系社会シニア海
外協力隊」があります。特に明記されていない場合は「青
年海外協力隊」となります。
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
と
そ
の
経
験
者
に
よ
る

国
内
外
で
の
注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

　

幼
児
教
育
に
か
か
わ
る
エ
ジ
プ
ト
派
遣
の
隊

員
５
人
（
幼
児
教
育
、
学
校
保
健
、
障
害
児
・
者

支
援
、
青
少
年
活
動
）
で
、
２
月
に
「
教
材
研
究

分
科
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ
の
分
科
会
の
目

的
は
、各
隊
員
た
ち
が
配
属
先
で
実
践
し
て
い
る

教
材
の
情
報
共
有
や
、子
ど
も
の
発
達
を
促
す
玩

具
に
つ
い
て
専
門
領
域
を
生
か
し
た
教
材
研
究

を
行
う
こ
と
で
す
。
結
成
し
た
の
も
束
の
間
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、日
本
へ

一
時
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
、

エ
ジ
プ
ト
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、日
本
か
ら

で
き
る
活
動
は
な
い
か
と
考
え
、分
科
会
メ
ン
バ

ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
、エ
ジ
プ
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、幼
稚
園
、保
育
園
、学
校
、施
設

が
閉
鎖
に
な
り
、子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
た
ち
は

自
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に
遊
び
を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
」「
子
ど
も
と
保
護
者
が
一
緒

に
遊
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、「
教
材

ア
イ
デ
ア
集
」
のFacebook

（
以
下
、
F
B
）

ペ
ー
ジ
を
制
作
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

F
B
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
教
材
は
、ど
れ
も
幅

広
い
分
野
の
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生

か
し
、
協
力
し
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
工
作
や
動
画
の
紹
介
だ
け
で
は

な
く
、配
属
先
の
職
員
や
保
護
者
へ
向
け
て
「
遊

び
を
通
し
た
学
び
」
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

「
手
づ
く
り
パ
ズ
ル
」
や
「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」

な
ど
の
教
材
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
状
況
の

中
で
、感
染
を
防
止
す
る
た
め
や
健
康
を
気
づ
か

う
た
め
に
、「
食
育
・
健
康
・
衛
生
」 

に
関
し
て

子
ど
も
た
ち
が
簡
単
に
実
践
で
き
、
楽
し
く
学

べ
る
教
材
と
し
て
、「
正
し
い
手
洗
い
を
歌
い
な

が
ら
学
べ
る
動
画
」
な
ど
も
投
稿
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
地
職
員
や
各
配
属
先
の
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
と
協
力
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

に
届
く
持
続
可
能
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
つ
く
り
上
げ
た
F
B
ペ
ー
ジ
に
お
け
る

教
材
の
ア
イ
デ
ア
集
が
後
輩
隊
員
の
活
動
に
少

し
で
も
役
に
立
つ
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
2
0
1
6
年
1
月
か
ら
シ※

ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、19
年
7
月
か
ら
シ
ニ
ア
海
外
協

力
隊
（
短
期
）と
し
て
、チ
リ
国
立
身
体
障
害
者
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
研
究
所
に
「
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
・
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
」

を
目
的
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
チ
リ
で
は
馴

染
み
の
少
な
い
障
害
者
水
泳
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
支
援
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
活
動
で
は
現
地
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
、

多
く
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

チ
リ
と
日
本
の
懸
け
橋
に
な
る
き
っ
か
け
は
、

長
期
隊
員
と
し
て
活
動
中
の
18
年
に
訪
れ
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
調
査
の
た
め
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
以
下
、

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
）
推
進
本
部
事
務
局
の
方
が
チ

リ
へ
現
地
視
察
に
来
て
、
私
の
活
動
（
水
泳
）
を

見
学
。
そ
こ
で
、
チ
リ
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
や
出
場
有
力
種
目
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、チ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
は
宮
城
県
加か

美み

町ま
ち

に
決
定
。
任
期
終
了
後
の

19
年
2
月
に
加
美
町
で
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
調
印

式
」
の
実
施
と
、チ
リ
か
ら
４
人
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
団
が
来
日
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
知
っ
た
私
は
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
視
察
に
来
ら
れ
た
担
当
者

か
ら
私
の
こ

と
が
加
美
町

へ
伝
わ
り
、私

の
「
チ
リ
と

の
懸
け
橋
に
」

と
い
う
思
い

が
実
現
し
ま

す
。
４
泊
５

日
全
日
程
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
同
行
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
移
動
や
宿
泊
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
は

あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
を
一
緒
に
乗
り
越
え
、無
事

に
調
印
式
を
終
え
ま
し
た
。
チ
リ
の
選
手
団
か
ら

「
あ
な
た
が
傍
に
い
た
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
も
言
え
、

日
本
に
も
加
美
町
に
も
親
し
み
を
覚
え
た
」
と
言

わ
れ
、思
い
が
小
さ
な
実
を
結
び
ま
し
た
。

　

19
年
7
月
に
シ
ニ
ア
海
外
協
力
隊
（
短
期
）
と

し
て
再
度
チ
リ
に
派
遣
さ
れ
、
20
年
3
月
に
一
時

帰
国
。
私
自
身
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か
な
い
状
況

で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
へ
の
参
加
や
障
害

者
水
泳
チ
ー
ム
の
「
家
で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

の
作
成
と
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
な
ど
、
配
属
先
が
必

要
と
し
、
私
が
で
き
る
こ
と
を
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
活
動
を
継
続
。6
月
に
任
期
を
満
了
し
ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
の
開
催
は
1
年
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
私
が
チ
リ
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

た
ち
と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
応
援
し
続
け
た
い
熱
い

気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
チ
リ
で
の

経
験
や
感
謝
の
気
持
ち
を
国
内
へ
還
元
す
る
た
め

に
も
、
つ
な
が
り
の
で
き
た
加
美
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
室
と
の
情
報
交
換
を
再
開
。
代
表
選
手
の
近
況

を
伝
え
た
り
、
加
美
町
の
紹
介
を
ス
ペ
イ
ン
語
で

発
信
し
た
り
す
る
な
ど
、
状
況
を
見
守
り
な
が
ら

今
の
自
分
に
で
き
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

チ
リ
の
カ
ヌ
ー
、
陸
上
、
卓
球
、
パ
ワ
ー
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
の
選
手
は
、
既
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
20
年
3
月
、
加
美
町
と
共

に
東
京
都
三み

鷹た
か

市し

も
事
前
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
が

決
定
。
今
後
も
「
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
で
チ
リ
と
日

本
の
懸
け
橋
に
！　

チ
リ
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
縁

の
下
の
力
持
ち
に
！
」
と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Chile 
Japan

チリ障害者スポーツの縁の下の力持ちとして
チリと日本の懸け橋に！

J
IC

A
 V

o
lu

n
teers' R

ep
orts

宮城県加美町で行われたパラリンピックホストタウン調印式。前列右から、チリパラリンピックカヌー選手の2人、チリパラ
リンピックカヌー監督、チリパラリンピック委員会事務局長。2列目の右から2人目が横川さん

❶JICAエジプト事務所の尾田企画調査員（ボランティア事
業）。また同事務所スタッフのアミーラさんも協力した

❷「任地で子どもたちと一緒に実践したかった教材を紹介して
います」 (田中葵さん）

❸「コロナを予防するために手洗いや、免疫力を高めるための
食育の教材を知ってもらいたいです」（神崎早紀子さん）

❹「実際に活動してきたなかで、子どもたちが夢中になってい
た遊びをお伝えしています」（渡辺杏さん）

❺「日本の遊びやお話に興味をもってほしいという思いで、お
話・手遊びなどを発信しています」（橋本千鶴さん）

❻「エジプトにもある材料を利用して形を学ぶ教材や指先を
使いながら数を数える教材、色を覚える教材をつくっていま
す」（立野龍也さん）

リトミック動画の様子。アヒルになりきって体を動かす田中さん
上記動画や教材はFacebookページから見ることができます▲

https://www.facebook.com/　　　 104615964600655/

一時帰国中に配属先に対して発信した「ホ
ストタウン加美町の紹介」や「障害者の家
でできるトレーニング」など

子どもの発達を促す玩具一例

作品 目的・特徴

紙じゅうたん 適度な難易度で手先を使い、
集中力を促す。

手洗い動画
ハッピーバースディの歌を歌
いながら、正しい手洗いの方
法を学ぶ。

形パズル 遊びながら形を学べる。

リトミック動画

音に合わせて楽しく体を動
かすことでリズム感を養う。
物になりきることで、想像力
や表現力を育てる。

吹きゴマ 廃材を利用した動く玩具。

文 ＝ さん（シニア海外協力隊〈短期〉／チリ・体育・2019年度派遣）

※ 派遣名称は派遣当時のものです。

幼児教育にかかわる隊員たちが
派遣国に向けた教材アイデア集を作成
文 ＝ エジプト教材研究分科会（ さん〈青少年活動・2018年度1次隊〉、 さん〈学校保健・2018年度2次隊〉、 さん

　　　〈障害児・者支援・2019年度1次隊〉、 さん〈障害児・者支援・2019年度2次隊〉、 さん〈幼児教育・2019年度2次隊〉）

支援活動の流れ

〈2016年1月〉
派遣

シニア海外ボランティア（長
期）としてチリへ赴任。

〈2018年9月〉
視察

東京オリ・パラホストタウン
担当者のチリ現地調査。そ
の後、チリパラリンピックホス
トタウンが「宮城県加美町」
に決定。

〈2019年1月〉
帰国 任期満了。

〈2019年2月
22日～ 26日〉
チリ代表選手
団来日

パラリンピックホストタウ
ン調印式のため来日。全日
程ボランティアとして同行。

〈2019年7月〉
派遣

シニア海外協力隊（短期）
として再度赴任。

〈2020年3月〉
一時帰国

新型コロナウイルス感染症
拡大のため一時帰国。

〈2020年4月〉
情報交換

加美町との情報交換を再
開。

〈2020年6月〉
任期終了 任期満了。

Egypt 
Japan

❶❹

❷❺

❸❻

教材研究分科会メンバーのFacebookページ制作への思い
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に
投
げ
る
」「
ボ
ー
ル
を
左
の
方
向
に
投
げ
る
」な
ど
、

マ
ス
タ
ー
す
べ
き
技
術
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
難
易

度
を
10
段
階
で
評
価
し
、あ
る
段
階
の
技
術
を
マ
ス

タ
ー
し
た
ら
「
●
級
合
格
」な
ど
と
認
定
し
、易
し
い

段
階
か
ら
順
次
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
で
研

鑽
を
進
め
て
い
く
や
り
方
だ
。浅
見
さ
ん
は
各
段
階

に
ど
の
よ
う
な
技
術
が
該
当
す
る
の
か
を
絵
を
使
っ

て
示
し
た
資
料
を
つ
く
り
、巡
回
先
の
教
員
に
渡
し

て
、段
階
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
さ
せ
て
い
く
よ

う
な
指
導
を
す
る
よ
う
依
頼
。す
る
と
彼
ら
は
、浅
見

さ
ん
が
訪
問
し
な
い
日
に
も
自
力
で
の
指
導
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。子
ど
も
た
ち
も
、段
階
を
ク
リ
ア
す

る
ご
と
に
達
成
感
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

練
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
。そ
う
し
て
、最

初
は
10
セ
ン
チ
ほ
ど
し
か
ボ
ー
ル
を
飛
ば
せ
な
か
っ

た
子
が
、2
メ
ー
ト
ル
、3
メ
ー
ト
ル
と
距
離
を
伸
ば

し
て
い
く
よ
う
に
な
り
、そ
の
姿
を
見
た
各
校
の
教

員
た
ち
も
、指
導
に
さ
ら
に
熱
を
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
っ
た
。

し
、毎
回
1
時
間
ほ
ど
ボ
ッ
チ
ャ
の
指
導
を
し
た
。対

象
者
の
人
数
は
、少
な
い
所
で
10
人
程
度
、多
い
所
で

50
〜
60
人
と
い
う
規
模
だ
っ
た
。

　
浅
見
さ
ん
は
当
初
か
ら
、帰
国
後
に
競
技
が
途
絶

え
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、特
別
支
援
学
校
の

教
員
た
ち
に
も
ボ
ッ
チ
ャ
の
指
導
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
た
。そ
う
し
て
、彼
ら

に
ル
ー
ル
や
基
本
的
な
技
術
を
ひ
と
と
お
り
伝
え
終

え
る
と
、浅
見
さ
ん
が
訪
問
し
な
い
日
に
は
彼
ら
が

指
導
者
と
な
っ
て
練
習
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
依
頼
。

し
か
し
、彼
ら
は
「
わ
か
っ
た
」と
返
事
を
す
る
も
の

の
、そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
様
子
が
一
向
に
見
ら
れ

な
か
っ
た
。そ
の
理
由
が
よ
う
や
く
わ
か
っ
た
の
は
、

着
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
。彼
ら
に
は
「
ス

ポ
ー
ツ
の
練
習
」を
し
た
経
験
が
な
く
、浅
見
さ
ん
が

行
う
指
導
を
見
て
も
、ど
こ
を
ど
う
真
似
れ
ば
良
い

の
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
浅
見
さ
ん
が
導
入
し
た
の
は
「
ボ
ッ
チ
ャ

検
定
」の
仕
組
み
だ
。「
ボ
ー
ル
を
ま
っ
す
ぐ
の
方
向

た
の
は
、小
学
校
1
校
と
5
カ
所
の
孤
児
院
。想
定
外

だ
っ
た
の
は
、訪
問
先
と
し
た
小
学
校
の
校
長
が
ボ

ッ
チ
ャ
自
体
の
魅
力
を
高
く
評
価
し
、児
童
に
プ
レ

ー
さ
せ
る
こ
と
に
極
め
て
積
極
的
に
な
っ
て
く
れ
た

こ
と
だ
。ボ
ッ
チ
ャ
に
は
チ
ー
ム
戦
も
あ
り
、そ
こ
で

は
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
に
な
る
。そ
こ
に
あ
る

教
育
的
意
義
が
、校
長
の
着
目
し
た
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅

力
だ
っ
た
。校
長
は
浅
見
さ
ん
が
1
カ
月
に
わ
た
っ

て
集
中
的
に
指
導
に
通
う
こ
と
を
快
く
受
け
入
れ
、

さ
ら
に
審
判
の
や
り
方
や
障
害
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
う
講
習
会
な
ど
を
開
か
せ
て
く
れ
た
だ
け
で
な

く
、浅
見
さ
ん
の
帰
国
後
、運
動
会
に
ボ
ッ
チ
ャ
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、継
続
的
に
ボ
ッ
チ
ャ
と
か
か
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
浅
見
さ
ん
が
指
導
し
た
障
害
者
と
健
常
者
が
対
戦

す
る
機
会
は
、任
期
中
に
3
度
設
け
る
こ
と
が
で
き

た
。結
果
は
、先
に
指
導
を
始
め
て
い
た
障
害
者
た
ち

の
勝
利
。
ボ
ッ
チ
ャ
の
国
際
大
会
で
は
、健
常
者
が

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」と
な
っ
て
障
害
者
と
共
に
プ
レ
ー

を
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
あ
る
。そ
う
し
た
場
に
、指
導

し
た
健
常
者
が
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

ネ
パ
ー
ル
の
ボ
ッ
チ
ャ
は
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る
は

ず

—
—

。そ
ん
な
期
待
を
持
っ
て
、浅
見
さ
ん
は
任
期

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

障
害
者
と
健
常
者
の
対
戦
も
実
現

　
ネ
パ
ー
ル
の
大
半
の
人
が
信
仰
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
に
は
、「
現
在
の
状
態
」は
前
世
を
含
む
過
去
の
「
善

行
」と
「
悪
行
」の
結
果
で
あ
る
と
す
る
「
カ
ル
マ
」

の
考
え
、お
よ
び
「
命
あ
る
も
の
」は
何
度
も
転
生
す

る
と
す
る
「
輪
廻
」の
考
え
が
あ
り
、「
障
害
」は
「
前

世
の
悪
行
の
報
い
」と
見
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

同
国
で
は
障
害
者
へ
の
偏
見
が
強
く
、障
害
者
が
い

る
家
族
が
そ
の
存
在
を
隠
し
通
そ
う
と
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。そ
こ
で
浅
見
さ
ん
は
、障
害
者
へ
の
偏
見
を

な
く
す
こ
と
を
目
的
に
、健
常
者
に
ボ
ッ
チ
ャ
を
普

及
さ
せ
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。浅
見
さ
ん
は
派

遣
前
、日
本
の
い
く
つ
も
の
ボ
ッ
チ
ャ
チ
ー
ム
を
訪

ね
、指
導
方
法
を
教
わ
っ
た
。そ
の
な
か
で
、重
度
の

障
害
が
あ
る
ト
ッ
プ
選
手
と
た
び
た
び
対
戦
を
さ
せ

て
も
ら
う
機
会
を
も
ら
っ
た
が
、当
初
の
予
想
に
反

し
て
ま
っ
た
く
歯
が
立
た
ず
、障
害
者
の
力
を
み
く

び
っ
て
い
た
自
分
を
恥
じ
た
。そ
う
し
た
経
験
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、ネ
パ
ー
ル
で
も
健
常
者
と
障
害
者

が
対
戦
す
る
機
会
を
つ
く
れ
ば
、後
者
が
持
つ
力
に

驚
き
、前
者
が
持
つ
偏
見
が
吹
き
飛
ぶ
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

　
健
常
者
へ
の
指
導
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、任
期
の
半
ば
ご
ろ
だ
。継
続
し
て
指
導
に
訪
れ

❶浅見さんが週に1度訪問し、ボッチャの指導を行った学校では、現地の教員が自力で指導をするようになった。写真は、障害
の程度が重い選手に使用が認められている滑り台のような補助具を使い、ボールを転がす練習をする脳性まひの子
❷浅見さんは任期中、各校で対戦するボッチャの大会も開催した
❸1カ月間の集中指導を行った小学校で、ボッチャに夢中に取り組む健常者の児童たち

　
浅
見
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、「
ボ
ッ
チ
ャ
」と

い
う
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り
組
む
ネ
パ
ー

ル
・
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
。ボ
ッ
チ
ャ
と
は
、直
径
10
セ
ン

チ
程
度
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
転
が
し
た
り
し
て
、

的
と
す
る
ボ
ー
ル
に
ど
れ
だ
け
近
づ
け
た
か
を
競
う

競
技
だ
。試
合
は
通
常
、障
害
の
種
類
や
程
度
に
よ
っ

て
細
か
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
を
し
て
実
施
さ
れ
、重

い
障
害
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
「
滑
り
台
」の
よ
う
な

補
助
具
を
使
っ
た
り
、ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
使
っ
た
り

し
て
ボ
ー
ル
を
操
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。そ

の
た
め
、障
害
の
程
度
が
ど
れ
ほ
ど
重
い
人
で
も
楽

し
め
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。そ
こ
に
感
銘
を

受
け
、ネ
パ
ー
ル
に
ボ
ッ
チ
ャ
を
広
め
よ
う
と
10
年

前
に
協
会
を
立
ち
上
げ
た
の
が
、ボ
ッ
チ
ャ
協
会
の

会
長
を
務
め
る
女
性
だ
。彼
女
が
ボ
ッ
チ
ャ
の
存
在

を
知
っ
た
の
は
、J
I
C
A
の
研
修
で
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
に
つ
い
て
学
ん
だ
際
。彼
女
が
孤
軍
奮
闘
で
普

及
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、思
う
よ
う
な
成
果

が
上
が
ら
な
か
っ
た
な
か
、そ
れ
を
支
援
す
る
役
目

で
派
遣
さ
れ
た
協
力
隊
員
が
浅
見
さ
ん
だ
っ
た
。

「
ボ
ッ
チ
ャ
検
定
」
を
導
入

　
浅
見
さ
ん
の
活
動
の
柱
と
な
っ
た
の
は
「
巡
回
指

導
」で
あ
る
。
特
別
支
援
学
校
5
校
と
障
害
者
の
宿

泊
施
設
1
カ
所
を
、そ
れ
ぞ
れ
週
に
1
度
ず
つ
訪
問

JICA海外協力隊の派遣国ごと
に、それぞれの代表的な職種・
分野の活動例を、任地の文化
や様子と共に紹介します。

ネ パ ー ル

さん
（︎障害児・者支援・2017年度1次隊）

■ PROFILE
1984年生まれ、栃木県出身。体育大学を
卒業後、2012年に脊髄損傷者専門のトレー
ニングジムを運営するジェイ・ワークアウト（株）
に入社し、トレーナーとして勤務。17年7月に
青年海外協力隊員としてネパールに赴任（現
職参加）。19年3月に帰国し、復職。

■ 活動概要
障害者スポーツ「ボッチャ」の普及に取り組む
ネパールボッチャ協会（カトマンズ市）に配属さ
れ、同競技に関する主に以下の活動に従事。
●競技の普及
●指導者の育成
●大会の開催

Field1
障害者支援

障
害
の
程
度
を
問
わ
ず
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
支
援

障
害
の
程
度
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
身
体
障
害
者
が
プ
レ
ー
で
き
る

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の「
ボ
ッ
チ
ャ
」。
そ
の
普
及
支
援
に
取
り
組
ん
だ
浅
見
さ
ん
は
、

障
害
者
へ
の
偏
見
を
な
く
す
た
め
、
健
常
者
へ
の
普
及
に
も
力
を
入
れ
た
。

浅見さんが赴任したカトマンズ盆地は、中世に先住民のネワー
ル族が独自の文化を華開かせた場所。当時つくられた建築な
どの一部はユネスコの世界文化遺産にも登録されている。写
真はその1つ、ヒンドゥー教のニャタポラ寺院。

伝統衣装のサリーで
着飾り、結婚式に出
席する新婦の関係者
たち。浅見さんの任地
で開かれるヒンドゥー
教徒の結婚式の一
般的な光景だ

任地ひと口メモ

〈カトマンズ盆地〉

❶

❷

❸



技
術
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
た
。

　
そ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
商
品
を
、手
始
め
に
首
都

で
開
か
れ
た
農
業
博
覧
会
で
販
売
。
す
る
と
、1
個

5
0
0
円
ほ
ど
の
値
段
で
持
ち
込
ん
だ
30
個
が
完
売

す
る
。モ
チ
ベ
ー
タ
ー
の
手
当
や
交
通
費
、材
料
の
費

用
な
ど
を
差
し
引
い
た
約
5
0
0
0
円
を
、グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
で
分
け
合
う
こ
と
が
で
き
た
。こ
の

グ
ル
ー
プ
の
う
わ
さ
は
そ
の
後
、す
ぐ
に
広
ま
り
、配

属
先
に
は
蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
依
頼
が
殺
到
。ま
た
、高
木
さ
ん
の
任
期
が
終
わ

る
直
前
に
は
、レ
ス
ト
ラ
ン
や
外
国
人
用
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
で
委
託
販
売
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
っ
た
。

身
分
制
度
が
活
動
に
影
響

　
ネ
パ
ー
ル
の
多
く
の
人
が
信
仰
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
に
は
、「
カ
ー
ス
ト
制
度
」と
い
う
身
分
制
度
が
あ

る
。2
0
1
1
年
に
施
行
さ
れ
た
法
律
に
よ
り
、現
在

は
カ
ー
ス
ト
（
身
分
）に
よ
る
差
別
が
禁
止
さ
れ
て

よ
り
良
い
材
料
や
工
程
を
見
極
め
て
い
っ
た
。商
品

開
発
で
は
次
の
よ
う
な
工
夫
を
し
た
。

【
材
料
】　

訪
問
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
工
場
で
は
、石
油

か
ら
つ
く
る
安
価
な
「
パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ
ク
ス
」を

蜜
蝋
に
混
ぜ
て
い
た
が
、人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
は

止
め
、「
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
蜜
蝋
製
」と
し
て
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
に
し
た
。

【
容
器
】　
訪
問
し
た
工
場
で
は
キ
ャ
ン
ド
ル
用
の
鋳

型
を
使
用
し
て
い
た
が
、任
地
の
農
家
に
は
そ
れ
を

入
手
す
る
初
期
投
資
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、任
地
で

売
ら
れ
て
い
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

を
鋳
型
の
代
わ
り
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
商
品
開
発
を
終
え
る
と
、養
蜂
が
盛
ん
な
地
域
の

住
民
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、つ
く
り
方
を
教
え
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
。す
る
と
、9
人
の
女
性
メ
ン
バ

ー
か
ら
な
る
1
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
蜜
蝋
の
採
集
を
始

め
て
実
施
の
意
欲
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、高
木
さ
ん

と
モ
チ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
が
た
び
た
び
そ
の
グ
ル
ー
プ

の
も
と
を
訪
れ
、製
造
の
現
場
に
立
ち
会
い
な
が
ら
、

は
、現
地
で
1
〜
2
週
間
滞
在
す
る
「
出
張
」と
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。訪
問
先
で
は
通
常
、グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
の
家
に
宿
泊
さ
せ
て
も
ら
い
、そ
う
す
る

こ
と
で
彼
女
た
ち
と
の
関
係
を
深
め
た
。と
こ
ろ
が
、

低
い
カ
ー
ス
ト
の
モ
チ
ベ
ー
タ
ー
と
共
に
訪
ね
る
と

き
に
は
、「
忙
し
い
か
ら
」「
部
屋
が
散
ら
か
っ
て
い

る
か
ら
」な
ど
と
理
由
を
付
け
ら
れ
て
、宿
泊
の
受
け

入
れ
を
断
わ
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。そ
う
し
た

対
応
を
さ
れ
た
モ
チ
ベ
ー
タ
ー
に
、住
民
支
援
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
続
け
て
も
ら
う
の
は
難
し
い

こ
と
だ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
経
済
・
社

会
の
開
発
の
複
雑
さ
や
難
し
さ
を
感
じ
た
高
木
さ
ん

だ
っ
た
が
、任
期
を
終
え
て
も
心
に
残
り
続
け
て
い

る
の
は
、朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
よ
く
働
く
ネ
パ

ー
ル
の
農
村
女
性
た
ち
の
真
面
目
さ
だ
。帰
国
後
も
、

た
と
え
小
さ
な
規
模
で
あ
れ
、彼
女
た
ち
へ
の
支
援

を
な
ん
ら
か
の
形
で
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
の

が
、高
木
さ
ん
の
希
望
で
あ
る
。
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い
る
が
、ま
だ
そ
の
意
識
は
人
々
の
心
に
残
っ
て
お

り
、自
分
よ
り
低
い
カ
ー
ス
ト
の
人
と
結
婚
し
た
り
、

食
事
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。高

木
さ
ん
も
同
僚
か
ら
、「
自
分
よ
り
カ
ー
ス
ト
の
低

い
人
と
一
緒
に
食
事
を
し
た
く
な
い
」と
打
ち
明
け

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。カ
ー
ス
ト
の
違
い
に
よ
り
、住

民
と
モ
チ
ベ
ー
タ
ー
の
関
係
が
深
ま
り
き
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
、高
木
さ
ん
の
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

た
。

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
南
麓
に
位
置
す
る
ネ
パ
ー
ル

は
、国
土
の
8
割
を
山
岳
地
帯
や
丘
陵
地
帯
が
占
め

る
。パ
ル
パ
郡
も
そ
こ
に
含
ま
れ
、標
高
は
1
4
0
0

メ
ー
ト
ル
程
度
。郡
内
の
集
落
は
山
間
に
点
在
す
る

た
め
、高
木
さ
ん
た
ち
が
住
民
グ
ル
ー
プ
を
回
る
の

は
楽
で
は
な
か
っ
た
。蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
の
活
動
対

象
と
な
っ
た
養
蜂
が
盛
ん
な
地
域
は
、配
属
先
が
あ

る
町
か
ら
山
坂
道
を
ジ
ー
プ
で
4
時
間
か
け
て
辿
り

着
く
。日
帰
り
は
難
し
い
た
め
、蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
づ

く
り
の
指
導
の
た
め
に
住
民
グ
ル
ー
プ
を
訪
ね
る
際

さん
（︎コミュニティ開発・2016年度1次隊）

■ PROFILE
1988年生まれ、長崎県出身。大東文化大
学国際関係学部を卒業後、2016年6月に青
年海外協力隊員としてネパールに赴任。18
年6月に帰国。

■ 活動概要
ネパール森林土壌保全省の地方出先機関で
あるパルパ郡土壌保全事務所（第5州パルパ
郡タンセン）に配属され、女性グループによ
る蜜蝋キャンドルの製造・販売の立ち上げを
支援。

Field2
収入向上

　
高
木
さ
ん
の
配
属
先
は
、ネ
パ
ー
ル
全
体
の
森
林

行
政
を
所
管
す
る
同
国
森
林
土
壌
保
全
省
の
パ
ル
パ

郡
土
壌
保
全
事
務
所
。
地
方
出
先
機
関
の
1
つ
だ
。

当
時
同
国
で
は
、村
落
振
興
と
森
林
保
全
の
両
方
を

住
民
参
加
型
で
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、パ
ル
パ

郡
を
含
む
14
郡
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。か
つ
て
同
国

で
実
施
さ
れ
た
J
I
C
A
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
複
製
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
、「
モ

チ
ベ
ー
タ
ー
」と
呼
ば
れ
る
現
地
巡
回
員
を
置
き
、彼

ら
が
住
民
グ
ル
ー
プ
へ
の
密
な
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
る

点
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。高
木
さ
ん
の
配
属
先
は
、

パ
ル
パ
郡
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
機
関
と

な
っ
て
お
り
、そ
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
、高
木
さ
ん

に
求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
だ
っ
た
。

　
同
郡
は
農
業
を
主
産
業
と
す
る
地
域
。高
木
さ
ん

が
農
家
の
収
入
向
上
の
手
段
と
し
て
「
蜜
蝋
キ
ャ
ン

ド
ル
」に
目
を
付
け
た
の
は
、着
任
し
て
半
年
ほ
ど
経

っ
た
こ
ろ
だ
。郡
内
に
は
養
蜂
が
盛
ん
な
地
域
が
あ

っ
た
。情
報
収
集
の
た
め
に
初
め
て
そ
こ
を
訪
れ
た

際
、ミ
ツ
バ
チ
の
巣
か
ら
蜂
蜜
を
取
っ
た
後
に
残
る

絞
り
か
す
を
農
家
が
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
光
景
を

目
に
し
た
。蜂
蜜
の
絞
り
か
す
に
は
、巣
の
素
材
と
す

る
た
め
に
ミ
ツ
バ
チ
が
分
泌
す
る
蝋＊

の
「
蜜
蝋
」が

含
ま
れ
て
い
る
。
蜜
蝋
で
つ
く
る
「
キ
ャ
ン
ド
ル
」

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
高
木
さ
ん
は
、そ
れ
ま
で
捨

て
ら
れ
て
い
た
絞
り
か
す
を
使
っ
て
蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド

ル
を
製
造
し
、販
売
す
る
小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち

上
げ
を
支
援
し
よ
う
と
着
想
。エ
ベ
レ
ス
ト
や
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
地
域
な
ど
、

観
光
資
源
が
豊
か
な
同
国
で
は
、多
く
の
外
国
人
観

光
客
に
土
産
物
と
し
て
高
値
で
買
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
見
込
め
る
。材
料
の
絞
り
か
す
は
従
来
捨
て
ら
れ

て
い
た
も
の
な
の
で
、安
価
で
仕
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
は
利

益
率
が
高
い
商
品
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、配
属
先

の
同
僚
た
ち
も
高
木
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
に
賛
同
。養

蜂
が
盛
ん
な
地
域
の
住
民
を
相
手
に
、高
木
さ
ん
と

モ
チ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
と
で
、事
業
立
ち
上
げ
の
支
援

を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

収
入
創
出
が
実
現

　
高
木
さ
ん
も
モ
チ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
も
蜜
蝋
キ
ャ
ン

ド
ル
の
つ
く
り
方
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、そ

れ
を
調
べ
る
こ
と
が
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

ま
ず
は
外
国
人
観
光
客
向
け
の
土
産
物
店
を
回
り
、

蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
を
売
っ
て
い
る
店
で
仕
入
れ
先
の

情
報
を
入
手
。そ
う
し
て
い
く
つ
か
の
キ
ャ
ン
ド
ル

工
場
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、材
料
や
工
程
を
教
え
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。そ
の
後
、試
作
を
重
ね
て
、

農村の女性グループを対象に、蜜蝋キャンドルづくりのトレーニングを実施する高木さん❶活動対象の女性グループが製造した蜜蝋キャンドル
❷丸太をくり抜いてつくったミツバチの巣箱から巣を取り出す活動対象の女性たち
❸蜜蝋キャンドルづくりに取り組む活動対象の女性グループのメンバー

捨
て
ら
れ
て
い
た「
蜜
蝋
」を

材
料
と
す
る
キ
ャ
ン
ド
ル
の

製
造
・
販
売
を
ス
タ
ー
ト

村
落
振
興
な
ど
へ
の
支
援
を
求
め
ら
れ
て
ネ
パ
ー
ル
の
丘
陵
地
帯
に
派
遣
さ
れ
た
高
木
さ

ん
。
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
た
の
は
、「
蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
」
を
製
造
・
販
売
す
る
小
規

模
ビ
ジ
ネ
ス
を
、
養
蜂
が
盛
ん
な
地
域
で
立
ち
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。

　留学生や技能実習生などの立場で日本で暮らすネパール
人は約9万人に上り、ネパールには日本語を教える学校が各
地にある。 さん（ネパール・コミュニティ開発・2017
年度3次隊＝右写真）が派遣されたのは、同国森林土壌保全
省が第4州パルバット郡（左写真）に置く地方出先機関。標高
約1300メートル程度の丘陵地帯にある農村部の郡だが、十
数人の生徒を持つ私立の日本語学校が3つあった。教えてい
るのは、国内で日本語を学んだネパール人。日本人と同じよう
に日本語の会話や読み書きができる人たちだったが、彼らが
不得意としていたのは「文法」だ。長畑さんは赴任して3カ月ほ
ど経った時期に日本語学校の存在を聞き、訪問。教員たちか
ら文法や発音を中心としたアドバイスを求められたことから、
定期的に通い、授業のフォローにあたった。

ネパールと協力隊

〈日本語の指導〉

＊ 蝋…通常の室温では固体の状態にあり、気体になるとよく燃焼する油脂状の物質。

❷ ❶

❸
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れ
数
人
ず
つ
と
い
う
小
さ
な
規
模
だ
っ
た
の
で

す
が
、今
年
に
入
っ
て
勤
務
先
を
退
職
し
、塾
の

経
営
を
本
格
化
さ
せ
る
た
め
の
準
備
に
専
念
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
現
在
、

塾
は
一
時
休
校
と
し
て
い
ま
す
が
、
9
月
に
は

再
開
す
る
予
定
で
す
。

−

開
業
の
き
っ
か
け
は
？

　

協
力
隊
時
代
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
教
育
省
の
地
方

出
先
機
関
に
配
属
さ
れ
、
小
学
校
低
学
年
の
算

数
教
育
の
改
善
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
力

を
入
れ
た
の
は
、「
集
合
数
」の
概
念
を
身
に
付

け
さ
せ
る
授
業
を
実
践
し
、
そ
の
意
義
を
発
信

す
る
こ
と
で
す
。
同
国
の
算
数
教
育
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
子
ど
も
の
理
解
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ま
え
て
い
な
い
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
小
学
校

低
学
年
で
は
「
1
つ
目
」「
2
つ
目
」と
い
う
「
順

序
数
」の
概
念
だ
け
を
教
え
、「
1
個
」「
2
個
」

と
数
を
「
量
」
で
捉
え
る
「
集
合
数
」
の
概
念

を
教
え
な
い
ま
ま
、
四
則
計
算
の
指
導
に
入
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
は
、
四
則
計
算
の
力
が
付
き
ま
せ
ん
。

現
地
で
は
、
四
則
計
算
能
力
向
上
の
た
め
に
繰

り
返
し
ド
リ
ル
を
解
か
せ
る
こ
と
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
効
果
は
上
が
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
私
が
ブ
ロ
ッ
ク

を
使
っ
て
集
合
数
の
概
念
を
身
に
付
け
さ
せ
る

授
業
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
四
則
計
算
の
テ
ス
ト

の
平
均
点
が
2
倍
に
伸
び
ま
し
た
。
し
か
し
、

協
力
隊
時
代
に
そ
の
指
導
方
法
を
各
校
に
普
及

さ
せ
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら
、
任
期
を
終
え
た
後
も
同
種
の
指
導

方
法
を
現
地
で
実
践
し
、
普
及
さ
せ
た
い
と
考

え
、
運
営
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
現
在
の
学
習

塾
で
あ
り
、
算
数
教
室
で
は
や
は
り
ブ
ロ
ッ
ク

を
使
っ
て
集
合
数
の
概
念
を
身
に
付
け
さ
せ
る

指
導
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
ま
す
。
協
力
隊
の
任

期
を
終
え
て
ま
も
な
い
時
期
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
教

育
省
に
就
職
し
、
そ
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
で
塾

の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

−

教
育
省
に
就
職
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理

由
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

塾
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
す
で
に
協
力
隊
の

任
期
中
に
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
運
営
体
制
が
良
い
の
か
が
見
え
な
か
っ
た
た

め
、ま
ず
は
現
地
で
定
職
に
就
き
、そ
ち
ら
で
生

活
費
を
稼
ぎ
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
塾
の

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

教
育
省
で
私
が
就
い
た
の
は
、
外
国
人
を
対
象

に
募
っ
て
い
た
「
算
数
コ
ー
チ
」
と
い
う
ポ
ス

ト
で
、そ
の
求
人
が
出
て
い
る
こ
と
は
、協
力
隊

時
代
に
付
き
合
い
の
あ
っ
た
教
育
省
の
職
員
か

ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
な
同
国
の
算
数
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
は
、
教
育
省
の
内
部
に
入
れ

ば
改
善
に
向
け
た
働
き
か
け
が
で
き
る
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
は
難
し
か
っ

た
で
す
。
当
時
、
同
省
で
は
「
問
題
解
決
の
思

考
能
力
」
を
養
う
よ
う
な
指
導
を
算
数
教
育
に

導
入
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、

四
則
計
算
の
力
が
あ
っ
て
初
め
て
習
得
で
き
る

能
力
な
の
で
、
時
期
尚
早
だ
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
私
は
省
全
体
の
方
針
を
覆
せ
る
よ
う
な
立

場
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

−

教
育
省
を
退
職
し
た
後
に
、
先
ほ
ど
お
話

に
出
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
行
う
会
社
に

転
職
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
と
お
り
で
す
。
教
育
省
に
勤
務
し
て
い

る
と
き
か
ら
、
塾
の
経
営
を
本
格
化
さ
せ
る
た

め
に
は
、
そ
れ
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か

り
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
な
か
で
、
転
職
先
の
企
業
が
塾
の
よ
う
な

形
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
耳
に
し
ま
す
。
そ
う
し
て
、
ま
ず
は
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
現
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、そ
の
後
、社
長
か
ら
「
う
ち
で
働
か
な
い

か
」
と
お
声
が
け
が
あ
り
、
入
社
し
て
修
行
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ジ
ャ
マ
イ

カ
で
は
、水
泳
や
空
手
、卓
球
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ

を
中
心
と
す
る
「
習
い
事
」
が
盛
ん
で
す
。
現

地
の
習
い
事
で
一
般
に
ど
の
よ
う
に
生
徒
を
募

集
し
た
り
、
月
謝
を
設
定
し
た
り
し
て
い
る
の

か
、
働
き
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
塾
で
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
導
入
し
た
の
も
、
そ
の
企
業

で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
た
か
ら
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
大
学
時
代
の
授
業

で
身
に
付
け
て
い
ま
し
た
。

−

塾
は
今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
本
格
化
さ

せ
る
計
画
で
し
ょ
う
か
。

　

私
だ
け
で
授
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
現
地

の
若
い
人
を
雇
用
し
、
私
と
ペ
ア
に
な
っ
て
授

業
を
行
う
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
私
が
行
っ
て
い
る
算
数
教

育
の
方
法
が
、
現
地
に
よ
り
広
が
り
や
す
く
な

る
は
ず
だ
か
ら
で
す
。
教
育
に
強
い
思
い
を
持

ち
、勉
強
を
し
っ
か
り
続
け
て
き
た
の
に
、コ
ロ

ナ
禍
で
職
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
知
人
が
何
人
か

い
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
う
し
た
人
た
ち
に
声
を

か
け
て
い
ま
す
。
人
を
雇
用
す
る
た
め
に
は
、

収
入
源
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
受
講

者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
多
く
の
受

講
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
教
室
で
使
う

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
拡
充
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
の
資
金
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
募
っ
た
と
こ
ろ
、
ト
ー
タ
ル
で

2
5
0
万
円
ほ
ど
の
寄
付
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

−

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
集
合
数
の
概
念
を
身
に

付
け
さ
せ
る
方
法
な
ど
、
算
数
教
室
で
実
践
し

て
い
る
指
導
方
法
や
、
そ
こ
で
使
っ
て
い
る
教

材
に
つ
い
て
改
善
を
進
め
て
い
き
、
一
定
の
ま

と
ま
っ
た
メ
ソ
ッ
ド
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
確
立
し
た
メ
ソ
ッ
ド

を
学
校
教
育
に
導
入
し
て
も
ら
う
べ
く
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
の
教
育
省
に
提
案
す
る
。
も
し
そ
の
導

入
が
叶
っ
た
ら
、
私
の
塾
の
使
命
も
ひ
と
区
切

り
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
次
の
生
き
方
を
探
す

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■    PROFILE
1991年生まれ、神奈川県出身。大学卒業後、公立中
学校に数学科の非常勤講師として勤務。2016年6月、
青年海外協力隊員としてジャマイカに赴任。ブロックを
使った算数授業の実践などに取り組む。18年6月の任
期終了後、ジャマイカの教育省に就職。その勤務のか
たわらで、出張型の学習塾をスタート。その後、教育省
から現地の企業への転職を経て、塾経営の本格化に着
手。

Furuta
Yutaro

巡 回 先の小 学
校で算 数 授 業
を行う協力隊時
代の古田さん

−

協
力
隊
時
代
の
派
遣
国
で
あ
る
ジ
ャ
マ
イ

カ
で
経
営
さ
れ
て
い
る
学
習
塾
に
つ
い
て
、
概

要
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

算
数
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
る
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
塾
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
の
子
ど
も
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

自
前
の
教
室
は
持
た
ず
、
放
課
後
に
学
校
の
教

室
を
有
料
で
借
り
て
授
業
を
行
う
「
出
張
型
」

に
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

算
数
教
育
を
行
う
活
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

塾
で
あ
り
、
現
在
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
だ

け
を
有
料
と
し
、
算
数
教
室
は
家
庭
の
経
済
状

態
に
か
か
わ
ら
ず
受
講
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

無
料
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
室
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
お
も
ち
ゃ
を
操
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
初
頭
ま
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
を
行
う
現
地
の
会
社
で
働
く
か
た
わ
ら

で
の
塾
経
営
だ
っ
た
の
で
、
会
場
と
し
て
借
り

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
2
校
、
生
徒
は
そ
れ
ぞ

出張型学習塾
さん

（ジャマイカ・数学教育・2016 年度 1 次隊）

CASE1
教育

本拠地：ジャマイカ
開　業：2018年
事　業：算数教育、
	 プログラミング教育

出張型学習塾

派遣国に戻って算数の塾を開き
より良い指導方法の普及を目指す
協力隊時代、ブロックを使って「集合数」
の概念を身に付けさせる算数授業に取
り組んだ古田さん。手応えが大きかっ
たことから、任期を終えた後に再度ジャ
マイカに渡り、「塾」という形でその指
導方法の普及を図ることにした。

❶出張型学習塾で算数の個別指導をする古田さん
❷古田さんが算数教室に取り入れている木製のブロック教材。現地の木工所に製作を依頼した
❸ロボットのおもちゃを使ったプログラミング教室の様子

自力で現地の問題を見つけ、その解決策を考え、
実践していく協力隊員。与えられた仕事をこな
すのではなく、自分で自分の仕事をつくり出す。
そうした経験によって、帰国後は「起業」に挑
戦したいと考える隊員も少なくないだろう。本
特集では、それを実践している協力隊経験者の
事例をピックアップしてみた。

協力隊後
の生き方
〜“起業”の道〜

特 集

協力隊後の生き方
〜“起業”の道〜

特 集

❷

❶

❸
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に
知
り
合
っ
た
方
で
す
。
彼
に
は
後
継
者
が
お

ら
ず
、
私
が
協
力
隊
員
と
し
て
赴
任
し
て
い
る

と
き
か
ら
、「
す
べ
て
教
え
る
。後
を
継
が
な
い

か
」と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
国
し
た
当
初
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
農
家
の

よ
う
に
、
牛
の
放
牧
と
野
菜
栽
培
な
ど
を
一
緒

に
進
め
る
「
複
合
農
業
」
を
夫
と
と
も
に
始
め

る
こ
と
も
考
え
た
の
で
す
が
、
日
本
で
は
放
牧

に
適
し
た
規
模
の
土
地
を
手
に
入
れ
る
の
に
多

額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
断
念
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
替
わ
る
生
き
方
と
し
て
苗
木
生

産
に
取
り
組
も
う
と
決
断
し
た
の
は
、
協
力
隊

時
代
の
学
び
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

派
遣
前
に
林
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

に
勤
務
し
て
い
た
と
き
に
は
、「
林
業
は
自
然

環
境
を
守
る
す
ば
ら
し
い
も
の
」
と
い
う
意
識

が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
苗
木

生
産
の
技
術
指
導
に
取
り
組
む
な
か
、
林
業
以

外
に
家
族
を
養
う
道
が
な
い
た
め
に
必
死
に
学

ぼ
う
と
す
る
方
々
と
接
し
、「
林
業
は
生
活
の

糧
を
得
る
手
段
な
の
だ
」
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
人
間
は
自
然
を
利
用
し
、
環
境

−

法
人
格
を
取
得
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
事

業
は
お
1
人
で
回
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

カ
ラ
マ
ツ
の
苗
木
生
産
で
集
中
的
に
労
力
を

投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
苗
畑
で
発

芽
さ
せ
た
苗
を
育
苗
容
器
に
植
え
替
え
る
作
業

で
、
そ
の
期
間
は
年
に
1
週
間
ほ
ど
で
す
。
そ

の
時
期
は
知
人
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
頼
む
な
ど
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
基
本
的
に
私
1
人

で
作
業
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
長
野
県
内
の
苗

木
生
産
者
に
は
会
社
組
織
に
し
て
い
る
方
も
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
「
庭
木
の
販
売
」
や
「
樹

木
の
伐
採
」
な
ど
、
ほ
か
の
仕
事
を
掛
け
持
ち

し
て
い
ま
す
。
私
は
会
社
勤
め
を
す
る
夫
と
の

共
働
き
で
、
苗
木
生
産
に
限
定
し
て
働
く
こ
と

を
選
ん
で
い
る
た
め
、
事
業
の
規
模
と
し
て
個

人
事
業
主
の
ま
ま
進
め
て
も
差
し
障
り
が
な
い

た
め
、
法
人
格
を
取
得
し
て
い
ま
せ
ん
。
夫
も

私
と
同
じ
時
期
に
協
力
隊
員
と
し
て
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
男
性
で
、
現
在
は
2
人

の
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
な
が
ら
仕
事
を
続

け
て
い
ま
す
。

−

開
業
の
き
っ
か
け
は
？

　

苗
木
生
産
の
師
匠
か
ら
、「
帰
国
後
は
苗
木

づ
く
り
を
や
ら
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
日
本
政
府
は
戦

後
、
復
興
の
た
め
の
木
材
需
要
に
対
応
す
る
た

め
「
拡
大
造
林
政
策
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
広

葉
樹
の
天
然
林
を
、
よ
り
速
く
太
い
木
に
育
つ

針
葉
樹
に
植
え
替
え
る
政
策
で
す
。
そ
の
時
期

に
植
え
た
苗
木
が
近
年
、
木
材
と
し
て
使
え
る

ま
で
に
育
ち
、
伐
採
し
て
新
た
な
苗
木
を
植
え

る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

拡
大
造
林
政
策
以
降
、
苗
木
の
生
産
者
は
減
る

一
方
で
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
長
野
県
で
生

産
を
続
け
て
き
た
1
人
が
、
私
の
師
匠
で
す
。

私
は
協
力
隊
に
参
加
す
る
前
、
林
業
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
働
い
て
お
り
、
そ
の
時
期

植
え
る
際
の
手
間
が
少
な
い
」「
山
に
植
え
た

後
に
根
付
く
率
が
高
い
」
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
他
方
、
散
水
や
追
肥
な
ど
の
手

間
が
よ
り
か
か
る
た
め
、
販
売
価
格
は
裸
苗
の

倍
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
普
及
を

進
め
る
た
め
に
政
府
が
支
援
の
制
度
を
設
け
て

お
り
、
商
売
と
し
て
成
り
立
つ
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
カ
ラ
マ
ツ
の
苗
木
は
出
荷
ま
で
に
2

年
ほ
ど
か
か
り
、
荒
井
種
苗
で
は
常
時
5
万
本

ほ
ど
の
苗
木
を
育
て
、
年
に
2
万
本
ほ
ど
出
荷

−

「
荒
井
種
苗
」
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
お

教
え
く
だ
さ
い
。

　

主
に
カ
ラ
マ
ツ
の
「
コ
ン
テ
ナ
苗
」を
生
産
、

販
売
し
て
い
ま
す
。コ
ン
テ
ナ
苗
と
い
う
の
は
、

根
が
固
ま
っ
て
成
長
で
き
な
く
な
る
「
根
巻

き
」
を
防
ぐ
よ
う
な
細
工
を
し
た
育
苗
容
器
で

育
て
る
苗
木
で
、
日
本
で
は
10
年
ほ
ど
前
に
導

入
が
始
ま
っ
た
技
術
で
す
。
苗
畑
で
育
て
る
従

来
の
「
裸
苗
」
と
比
べ
、
養
土
が
根
に
ま
と
わ

り
付
い
た
状
態
で
出
荷
で
き
る
た
め
、「
山
に

へ
の
負
荷
を
か
け
な
が
ら
で
し
か
、
生
き
て
い

く
こ
と
は
で
き
な
い
。私
の
師
匠
は
よ
く
、「
人

間
が
少
な
く
な
れ
ば
、地
球
温
暖
化
は
止
ま
る
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て
重
要
な

の
は
、自
然
を
ど
こ
ま
で
利
用
し
、ど
こ
ま
で
守

り
な
が
ら
生
き
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
そ
の
折

り
合
い
の
付
け
所
を
探
り
続
け
る
こ
と
な
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
「
人
間
と
自
然

の
せ
め
ぎ
合
い
」
の
構
図
へ
の
視
座
を
協
力
隊

経
験
で
得
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
そ
の
学
び

を
糧
に
、
あ
ら
た
め
て
林
業
に
携
わ
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

−

派
遣
前
の
よ
う
に
、
組
織
の
一
員
と
し
て

林
業
に
か
か
わ
る
の
と
、
起
業
し
て
林
業
に
か

か
わ
る
の
と
で
は
、
ど
こ
に
大
き
な
違
い
が
あ

る
と
お
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

 

「
林
業
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
自
由
に
発
言

で
き
る
」
と
い
う
点
が
、
起
業
し
て
林
業
に
携

わ
る
場
合
の
最
大
の
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。前
述
の
と
お
り
、「
人
間
と
自
然
の
せ
め
ぎ

合
い
」
を
考
え
て
進
め
る
こ
と
が
林
業
で
も
重

要
で
す
が
、
こ
の
問
題
は
明
快
な
正
解
が
出
せ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
広
葉
樹
が
生
え

て
い
た
場
所
に
は
、
落
ち
た
種
か
ら
自
然
に
育

つ
広
葉
樹
を
成
長
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
、

日
本
の
拡
大
造
林
政
策
へ
の
批
判
も
あ
り
ま

す
。
他
方
、「
拡
大
造
林
政
策
を
し
な
け
れ
ば
、

国
内
の
木
材
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
輸
入
材

に
頼
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
の
森
林
破
壊
が
進

む
」
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
私
は
後
者
の

立
場
な
の
で
す
が
、
そ
の
意
見
を
同
業
者
の
集

ま
り
な
ど
で
た
め
ら
わ
ず
に
発
信
で
き
て
い
る

の
は
、規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
も
、「
一
国
一
城

の
主
」
と
し
て
林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
し
派
遣
前
に
勤
め
て
い

た
会
社
に
戻
っ
て
い
た
ら
、
会
社
と
し
て
の
立

場
も
あ
る
の
で
、「
林
業
の
あ
り
方
」な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
発
信
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

は
ず
で
す
。「
日
本
の
山
は
、緑
が
豊
か
で
す
ば

ら
し
い
」な
ど
と
口
に
し
た
ら
、「
海
外
か
ぶ
れ
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
萎
縮
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

−

最
後
に
、
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
後
に

「
林
業
」
や
「
第
一
次
産
業
」
な
ど
で
起
業
す
る

こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
後
輩
隊
員
に
向
け

て
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
の
林
業
は
、
苗
木
の
生
産
で
も
木
の
伐

採
で
も
、人
材
不
足
が
深
刻
で
す
。し
か
し
、特

に
木
の
伐
採
は
危
険
度
も
高
く
、
林
業
に
就
い

て
も
ほ
ど
な
く
辞
め
て
し
ま
う
人
も
多
い
。
レ

ー
ザ
ー
に
よ
る
測
量
な
ど
の
技
術
で
手
間
の
軽

減
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
人
間
が
手

間
を
か
け
て
木
に
向
き
合
う
こ
と
は
必
要
で

す
。
一
方
、「
人
間
と
自
然
の
せ
め
ぎ
合
い
」
と

い
う
状
況
に
意
識
を
向
け
て
い
る
方
に
と
っ

て
、
林
業
は
非
常
に
お
も
し
ろ
い
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
に
は
ぜ
ひ
、
帰
国
後
の

進
路
の
1
つ
と
し
て
林
業
を
検
討
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

荒井種苗
さん

（ベネズエラ・林業・森林保全・2014 年度 1 次隊）

CASE2
林業

本拠地：長野県上
うえ
田
だ
市
し

開　業：2016年
事　業：苗木（カラマツ・スギ）の
	 生産・販売

荒井種苗

「人間と自然のせめぎ合い」という
視座に立って、林業をなりわいに
派遣前は林業コンサルティングに、協
力隊時代は苗木生産の技術指導に携
わった荒井さん。それらの経験をベー
スに帰国後の道に選んだのは、苗木の
生産・販売をする事業の立ち上げだ。

❶荒井種苗の苗木生産所。張り巡らせている鉄のパイプは、井戸水を汲み上げて散水する設備
❷出荷できる状態まで育ったカラマツのコンテナ苗
❸育苗に使うカラマツの種子は、種子が飛び出す前の松かさを収穫し、写真のような状態で乾燥させてから取り出す

し
て
い
ま
す
。

−

主
な
販
路
は
？

　

長
野
県
で
は
、
林
業
用
苗
木
の
生
産
者
で
つ

く
る
組
合
が
、
国
や
民
間
の
山
林
保
有
者
が
実

施
す
る
苗
木
調
達
の
入
札
に
応
じ
、
落
札
で
き

る
と
、
組
合
員
た
ち
に
出
荷
を
依
頼
す
る
と
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
造
林
は
、
そ
の

土
地
の
自
然
環
境
に
合
っ
た
種
類
の
木
を
植
え

る
「
適
地
適
木
」
が
重
要
で
、
苗
木
の
買
い
手

は
そ
う
し
た
条
件
を
設
定
し
て
売
り
手
を
募
り

ま
す
。
し
か
し
、
苗
木
が
そ
の
条
件
に
本
当
に

合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
何
年
も
経
っ
て
木

が
生
育
し
て
か
ら
で
け
れ
ば
判
明
し
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
か
つ
て
苗
木
の
性
質
を
偽
っ
て
販

売
す
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

組
合
が
受
注
を
管
理
す
る
体
制
が
取
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
近
年
、
林
業
用
苗
木

の
生
産
は
大
手
企
業
の
進
出
が
進
ん
で
お
り
、

そ
れ
ら
が
組
合
の
競
争
相
手
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■    PROFILE
1986年生まれ、長野県出身。林業のコンサルティング
を行う長野県の一般社団法人に勤務した後、2014年
6月に青年海外協力隊員としてベネズエラに赴任。苗
木づくりやコンポストづくりの指導などに取り組む。16
年6月に帰国し、同年7月に「荒井種苗」を開業。18年
度の全国山林苗畑品評会（全国山林種苗協同組合連
合会主催）にて、林野庁長官賞を受賞。

Arai 
Rikako

協力隊 時 代の
荒井さんの指導
対象者たちが苗
木生産に取り組
む様子

❶

❷❸

協力隊後の生き方
〜“起業”の道〜

特 集
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そ
れ
を
使
っ
た
「
日
傘
」
の
製
造
を
日
本
の
就＊

労
継
続
支
援
A
型
の
事
業
所
に
委
託
し
、
販
売

す
る
と
い
っ
た
事
業
も
始
め
て
い
ま
す
。

−

ジ
ャ
ム
タ
ン
の
商
品
を
購
入
す
る
の
は
ど

の
よ
う
な
層
の
方
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
っ
と
も
多
い
の
は
、
三
十
〜
四
十
代
の
女

性
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
の
は
、
ジ
ャ
ム
タ
ン
の
商
品
で
初
め
て
セ
ネ

ガ
ル
の
布
を
知
り
、
そ
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と

い
う
方
々
で
す
。高
齢
の
方
で
も
、「
明
る
い
布

だ
か
ら
元
気
が
も
ら
え
そ
う
」
と
言
っ
て
買
っ

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

−

服
な
ど
の
製
造
を
委
託
し
て
い
る
テ
ー
ラ

ー
は
、
み
な
協
力
隊
時
代
に
付
き
合
い
の
あ
っ

た
方
々
で
し
ょ
う
か
。

　

協
力
隊
時
代
に
端
切
れ
布
を
リ
ユ
ー
ス
す
る

活
動
を
始
め
る
際
、
何
十
人
も
の
テ
ー
ラ
ー
と

コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、
そ
の
な
か
で
意
欲
を
感

じ
た
4
、5
人
と
共
に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。ジ

ャ
ン
ム
タ
ン
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
声
を
か

け
た
の
は
、
そ
の
な
か
で
も
っ
と
も
信
頼
し
て

い
た
1
人
の
男
性
（
以
下
、A
さ
ん
）で
す
。ジ

か
は
テ
ー
ラ
ー
自
身
に
自
分
の
セ
ン
ス
で
決
め

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
、
や
は
り

「
一
点
物
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

−

事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

協
力
隊
に
参
加
す
る
時
点
で
は
、
帰
国
後
は

国
際
協
力
の
道
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
地
の
友
人
が
増
え
る
に
つ
れ
、

現
地
の
方
々
を
「
支
援
の
対
象
」
と
す
る
仕
事

で
は
な
く
、対
等
な
関
係
に
立
ち
、共
に
が
ん
ば

れ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
の
つ
な
が
り
が
理
想
な

の
で
は
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
地
の

テ
ー
ラ
ー
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
、
セ
ネ
ガ
ル
の

布
を
使
っ
た
品
物
を
製
造
・
販
売
す
る
事
業
を

選
ん
だ
理
由
の
1
つ
は
、協
力
隊
時
代
、現
地
の

テ
ー
ラ
ー
と
共
に
端
切
れ
布
を
リ
ユ
ー
ス
し
て

バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
を
製
造
、
販
売
す
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
彼
ら
と
の
つ
な

が
り
を
活
用
す
れ
ば
、
事
業
の
立
ち
上
げ
も
難

し
く
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

も
う
1
つ
の
理
由
は
、
セ
ネ
ガ
ル
の
布
の
製

品
を
日
本
に
広
め
れ
ば
、
そ
の
鮮
や
か
さ
や
に

ぎ
や
か
さ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
方
々
に
ア
フ
リ

カ
に
つ
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
た
か

ら
で
す
。
帰
国
後
、
日
本
の
友
人
に
セ
ネ
ガ
ル

の
話
を
す
る
と
、ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
「
貧
困
」

や
「
紛
争
」
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
を

払
拭
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。「
ジ
ャ
ム
タ
ン
」

と
い
う
言
葉
は
、
縫
製
を
委
託
し
て
い
る
テ
ー

ラ
ー
た
ち
が
住
む
地
域
で
話
さ
れ
て
い
る
プ
ラ

ー
ル
語
の
あ
い
さ
つ
で
、
直
訳
す
る
と
「
平
和

だ
け
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ
を
屋
号
に
選

ん
だ
の
は
、「
ア
フ
リ
カ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面

を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て
の

こ
と
で
す
。
最
近
は
、
セ
ネ
ガ
ル
の
布
を
よ
り

広
く
日
本
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

で
、当
時
か
ら
現
在
ま
で
、観
光
案
内
所
勤
務
と

の
「
二
足
の
わ
ら
じ
」
を
続
け
て
い
ま
す
。
最

初
は
、
セ
ネ
ガ
ル
の
布
が
日
本
人
に
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
確
信
が
な
か
っ
た
の
で
、
う
ま
く

行
か
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
止
め
よ
う
と
考
え
て

い
た
の
で
す
が
、
思
っ
た
以
上
に
買
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
活
動
開
始
の

約
1
年
後
に
は
半
年
に
わ
た
る
起
業
家
向
け
の

講
座
を
受
講
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
を
学
び
ま

し
た
。

−

「
j
a
m 

t
u
n
（
ジ
ャ
ム
タ
ン
）」
の

事
業
内
容
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

セ
ネ
ガ
ル
の
プ
リ
ン
ト
布
を
使
っ
た
服
や
雑

貨
の
製
造
、
販
売
が
事
業
の
柱
で
す
。
商
品
の

開
発
は
私
が
行
い
、
製
造
は
セ
ネ
ガ
ル
に
い
る

現
地
の
テ
ー
ラ
ー
た
ち
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

販
路
は
、イ
ベ
ン
ト
や
朝
市
で
の
出
店
、フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
専
門
店
や
雑
貨
店
で
の
委
託
販
売
な

ど
で
、
私
が
住
む
岡
山
県
や
近
県
が
中
心
と
な

っ
て
い
ま
す
。
活
動
開
始
は
帰
国
の
約
半
年
後

ャ
ム
タ
ン
の
売
り
上
げ
が
増
え
る
の
に
従
い
、

A
さ
ん
が
選
ん
だ
周
囲
の
テ
ー
ラ
ー
に
も
製
造

を
委
託
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
A
さ
ん
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
6
人
、
7
人
ほ
ど
で
製
造

し
て
も
ら
う
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

−
テ
ー
ラ
ー
と
の
や
り
と
り
の
方
法
は
？

　

年
に
1
、2
回
は
セ
ネ
ガ
ル
に
数
日
間
滞
在

し
、
テ
ー
ラ
ー
た
ち
と
会
っ
て
打
ち
合
わ
せ
を

し
ま
す
が
、
普
段
の
や
り
と
り
は
も
っ
ぱ
ら

S
N
S
を
使
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
歪
み

や
ほ
つ
れ
な
ど
、
送
ら
れ
て
き
た
製
品
の
ど
こ

か
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

写
真
に
撮
り
、
細
か
な
説
明
を
す
る
ボ
イ
ス
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
付
け
て
S
N
S
で
送
り
、
次
回
の

改
善
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
。
ま
た
、
お
買
い
上

げ
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
、
商
品
を
身
に
付
け

た
姿
を
写
真
に
撮
っ
て
い
た
だ
き
、
S
N
S
で

A
さ
ん
に
送
る
と
い
う
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

　

製
造
の
現
場
が
離
れ
て
い
る
な
か
で
、
い
か

に
品
質
を
維
持
す
る
か
と
い
う
の
は
、
や
は
り

こ
の
事
業
の
難
し
い
点
で
す
。
当
初
は
、
返
し

縫
い
を
忘
れ
て
ほ
つ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た

り
、縫
い
目
が
歪
ん
で
い
た
り
と
、日
本
で
買
っ

て
も
ら
え
る
製
品
の
質
に
達
し
て
い
な
い
も
の

も
多
く
、「
ア
フ
リ
カ
っ
ぽ
い
。も
う
少
し
真
っ

直
ぐ
縫
え
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
」
な
ど
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
価
格
を
低
く

設
定
し
て
ど
う
に
か
買
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い

う
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
買
っ
て
も

ら
う
た
め
に
必
要
な
品
質
に
つ
い
て
A
さ
ん
に

繰
り
返
し
伝
え
続
け
た
と
こ
ろ
、
テ
ー
ラ
ー
た

ち
の
技
術
も
向
上
し
、
高
値
で
販
売
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
、
日

本
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
の
布
の
服
な

ど
を
、
彼
ら
自
身
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
調
べ
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
へ
の
意
欲
を
高

め
て
い
る
よ
う
で
す
。

−

セ
ネ
ガ
ル
か
ら
日
本
へ
の
商
品
の
送
付

や
、テ
ー
ラ
ー
へ
の
委
託
料
の
支
払
い
は
、ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

テ
ー
ラ
ー
た
ち
が
働
い
て
い
る
地
域
か
ら
車

で
40
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
国
際
便
も
受
け
付
け

る
郵
便
局
が
あ
る
の
で
、
国
際
ス
ピ
ー
ド
郵
便

を
使
っ
て
商
品
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、委
託
料
の
支
払
い
は
、テ
ー
ラ
ー
た
ち
が

銀
行
口
座
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
国
際
送
金

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

−

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
ラ
ー
が
つ

く
っ
た
の
か
を
S
N
S
で
投
稿
し
て
い
た
の
で

す
が
、今
後
は
、テ
ー
ラ
ー
の
生
活
や
現
地
の
様

子
を
詳
し
く
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
つ
く

り
、
商
品
に
Q
R
コ
ー
ド
を
付
け
て
そ
こ
に
飛

べ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

の
お
客
様
の
中
心
で
あ
る
岡
山
県
の
方
々
は
、

普
段
、
ア
フ
リ
カ
と
つ
な
が
る
機
会
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ジ
ャ
ム
タ
ン
の
商
品
を

通
じ
て
よ
り
具
体
的
に
現
地
の
こ
と
を
想
像
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
か
ら
で
す
。

−

商
品
の
特
徴
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

 
セ
ネ
ガ
ル
で
は
、好
み
の
布
を
買
っ
て
テ
ー
ラ

ー
に
持
ち
込
み
、
服
に
仕
立
て
て
も
ら
う
の
が

一
般
的
で
す
。
ジ
ャ
ム
タ
ン
の
商
品
の
素
材
と

し
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
布
で
、
色
や
柄
の
異

な
る
多
様
な
布
が
手
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ジ
ャ
ム
タ
ン
の
服
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
布
を
使

い
、 

す
べ
て
を
「
一
点
物
」
の
商
品
と
す
る
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
愛
着
を
持
っ
て
、

長
く
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。
最
近

は
、
在
庫
の
布
か
ら
お
客
様
自
身
に
好
み
の
も

の
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
使
っ
た
服
を

仕
立
て
て
お
届
け
す
る
「
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
」
も
始
め
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
に
関
し
て
は
、

ど
ん
な
に
布
の
色
や
柄
が
派
手
で
あ
っ
て
も
、

日
本
で
着
て
違
和
感
が
出
な
い
よ
う
、
フ
リ
ル

な
ど
の
装
飾
を
付
け
ず
、
形
を
極
力
シ
ン
プ
ル

に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
端
切
れ

布
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
つ
く
る
バ
ッ
グ
や
ポ
ー

チ
な
ど
の
雑
貨
も
、
ど
の
布
を
組
み
合
わ
せ
る

■    PROFILE
1989年生まれ、岡山県出身。大学卒業後、マンチェス
ター大学大学院修士課程で「貧困と開発」を学ぶ。
2014年9月に青年海外協力隊員としてセネガルに赴
任。ゴミ問題の啓発活動の一環として、服に使う布の
端切れをリユースしてバッグやポーチを製作・販売する
活動の支援に取り組む。16年9月に帰国した後、岡山
県内の観光案内所で働くかたわら、ジャムタンを開業。

Taga 
Tomoko

任地の住民たち
のもとにお別れ
のあいさつに訪
れた協力隊 時
代の田賀さん

jam tun
さん

（セネガル・コミュニティ開発・2014 年度 2 次隊）

CASE3
アパレル業

本拠地：岡山県小
お
田
だ
郡
ぐん
矢
やかげちょう
掛町

開　業：2017年
事　業：セネガルのプリント布を使っ

た服や雑貨の製造・販売

jam tun（ジャムタン）

派遣国のテーラーがつくる
服や雑貨を日本で販売
協力隊時代、現地の服に使われる布の
端切れをリユースして雑貨をつくる活
動に取り組んだ田賀さん。帰国後は、
その活動でつながった現地のテーラー
をパートナーに、現地の布を使った製
品を製造・販売する事業を立ち上げた。

❶今年初頭に岡山県内の雑貨店で行わせてもらった期間限定の委託販売
❷セネガルのテーラーに布の選択を任せ、つくってもらったパッチワークのバッグ
❸日本の就労継続支援A型の事業所に製造を委託しているセネガルの布の日傘
❹テーラーのリーダー役を務めてもらっているAさん

FacebookInstagram

❶

❸❹

協力隊後の生き方
〜“起業”の道〜

特 集

❷

＊ 就労継続支援A型…障害や難病のある人が、雇用契約を結んで働けるよう支援する制度。
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録
す
る
だ
け
で
な
く
、「
こ
の
味
な
ら
O
K
だ
」

と
現
地
の
方
々
に
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
る
ま
で
試
作
を
重
ね
、
腕
を
磨
き
ま
し
た
。

海
外
の
方
と
料
理
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
す
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
協
力
隊
時

代
に
取
り
組
み
、慣
れ
て
い
た
こ
と
で
す
の
で
、

ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
料
理
修
行
は
協
力
隊
活
動
の

延
長
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

−

ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る

と
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
い
う
イ
ン
ド
や
ス
リ

ラ
ン
カ
の
伝
統
医
学
で
は
、「
甘
味
」「
酸
味
」「
塩

味
」「
苦
味
」「
辛
味
」「
渋
味
」と
い
う
6
つ
の

味
を
毎
回
の
食
事
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
体
に

良
い
と
さ
れ
て
お
り
、
現
地
の
方
々
は
実
際
に

そ
れ
を
意
識
し
て
料
理
を
つ
く
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
お
も
し
ろ
い
と
思
う
の
は
、
人
間

が
舌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
基
本
五

味
」
に
は
含
ま
れ
な
い
「
渋
味
」
が
含
ま
れ
て

い
る
点
で
す
。日
本
に
も
「
ア
ク
も
味
の
う
ち
」

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
や

は
り
、
渋
味
の
よ
う
な
も
の
は
排
除
さ
れ
る
傾

そ
れ
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、「
文

化
」
と
言
っ
て
も
広
範
で
す
か
ら
、
な
か
な
か

プ
ラ
ン
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
う
し
た
な
か
、
派
遣
前
に
食
品
メ
ー
カ

ー
に
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
任
期
の
後
半

は
農
村
部
で
料
理
教
室
を
開
く
こ
と
が
メ
イ
ン

の
活
動
に
な
り
ま
し
た
。
調
味
料
を
使
わ
な
い

現
地
の
料
理
は
味
が
単
調
だ
っ
た
た
め
、
現
地

で
手
に
入
る
調
味
料
を
使
っ
て
味
の
幅
を
広
げ

る
方
法
を
伝
え
よ
う
と
考
え
た
の
で
し
た
。
そ

の
活
動
の
な
か
で
実
感
し
た
の
は
、
か
つ
て
旅

先
で
出
合
っ
た
、
味
や
素
材
に
多
様
性
を
持
つ

ア
ジ
ア
の
国
々
の
料
理
の
魅
力
で
す
。
そ
う
し

て
帰
国
す
る
時
期
に
は
、切
り
口
を
「
ア
ジ
ア
」

と
「
料
理
」
に
限
定
し
た
う
え
で
、
各
国
の
独

自
の
文
化
を
調
査
、記
録
し
、学
ん
だ
料
理
を
日

本
で
提
供
す
る
よ
う
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を 

「
ス
リ
ラ
ン
カ
料

理
」
に
決
め
た
の
は
、
帰
国
し
て
1
年
半
ほ
ど

経
っ
た
時
期
で
す
。
私
自
身
が
南
ア
ジ
ア
の
料

理
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
こ
と
、当
時
、日
本
人
に
は

あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
料
理
だ
っ
た
こ
と
な
ど

が
決
断
の
理
由
で
す
。
そ
の
後
、
ま
ず
は
料
理

の
基
礎
を
身
に
つ
け
よ
う
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
店

で
修
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
ス
リ

ラ
ン
カ
に
渡
り
、
9
カ
月
間
を
か
け
て
現
地
の

料
理
を
学
び
ま
し
た
。
開
業
し
た
の
は
、
ス
リ

ラ
ン
カ
か
ら
帰
国
し
て
す
ぐ
の
こ
と
で
す
。

−

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
現
地

の
料
理
を
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

　

協
力
隊
の
伝つ

手て

を
頼
り
に
現
地
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
、
N
G
O
が
運
営
す
る
障
害
者
施

設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
か

ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
現
地
の
料
理
を
教
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
単
に
レ
シ
ピ
を
メ
モ
や
写
真
で
記

す
。
当
初
は
、
友
人
が
住
む
福
岡
県
や
隣
の
佐

賀
県
な
ど
で
、
単
発
の
依
頼
に
応
じ
て
一
般
の

方
の
家
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
に
赴
い
て
料
理

を
提
供
し
て
い
た
の
で
す
が
、
昨
年
の
10
月
か

ら
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
福
岡
県
直の
お

方が
た

市し

の
団
体
が
同
市
に
開
設
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
で
週
2
回
、
定
期
的
に
営
業
さ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
営
業
を
停
止
し
て
い
た
間
、
福
岡
県

内
の
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
か

−

「
ス
パ
イ
ス
計
画
」
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

店
舗
は
構
え
ず
、
言
わ
ば
「
出
張
シ
ェ
フ
」

の
形
で
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
を
ご
提
供
す
る
こ
と

が
、
事
業
の
中
心
で
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
は

味
や
素
材
が
き
わ
め
て
多
様
な
カ
レ
ー
が
特
色

で
す
の
で
、
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
に
ラ
イ
ス
と
数
種

の
カ
レ
ー
を
盛
り
付
け
た
も
の
を
主
力
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
法
人
格
は
取
ら

ず
、
個
人
事
業
主
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま

向
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
点
、

今
で
も
渋
味
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
ス

リ
ラ
ン
カ
の
料
理
は
、た
し
か
に
味
が
複
雑
で
、

立
体
的
だ
と
感
じ
ま
す
し
、「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

見
え
る
要
素
が
入
る
こ
と
で
、
全
体
の
魅
力
が

増
す
」
と
い
う
点
で
は
、「
人
生
」
に
似
て
、
奥

深
い
料
理
の
あ
り
方
だ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

−
食
材
や
調
味
料
は
日
本
で
仕
入
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

カ
レ
ー
は
15
種
類
ほ
ど
の
ス
パ
イ
ス
を
使
っ

て
い
ま
す
が
、大
半
は
日
本
で
手
に
入
り
ま
す
。

お
米
は
ス
リ
ラ
ン
カ
産
も
手
に
入
り
ま
す
が
、

癖
が
な
く
、
ス
パ
イ
ス
の
風
味
が
生
き
る
パ
キ

ス
タ
ン
産
を
使
っ
て
い
ま
す
。
具
に
使
う
野
菜

に
関
し
て
は
、
現
地
の
も
の
と
同
じ
に
す
る
こ

と
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
福
岡
県
の
農
家
か
ら
仕

入
れ
た
季
節
の
野
菜
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
と
言
う
の
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
常
夏
の
国

で
あ
る
た
め
、
現
地
で
は
ナ
ス
や
イ
ン
ゲ
ン
な

ど
の
夏
野
菜
に
偏
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

−

主
な
客
層
は
？

　

や
は
り
「
カ
レ
ー
が
大
好
き
」
と
い
う
方
が

多
い
で
す
。
お
客
様
に
は
、
料
理
を
通
し
て
現

地
の
方
々
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
努
め
て
お
客
様
と
話

を
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
料
理
を
教
え
て
く
だ
さ

っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
の
生
活
の
様
子
を
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

カ
レ
ー
好
き
の
お
客
様
た
ち
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

飲
み
会
へ
と
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

−

自
前
の
店
舗
を
構
え
な
い
意
図
は
？

　

起
業
す
れ
ば
舵
取
り
の
責
任
を
す
べ
て
自
分

で
負
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
常
に
先
々
の
見
通

し
を
考
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
が
、同
時
に
、

先
々
を
考
え
る
あ
ま
り
、「
ま
だ
ち
ょ
っ
と
準

備
が
不
十
分
だ
か
ら
」な
ど
と
言
っ
て
「
実
践
」

を
た
め
ら
う
の
も
禁
物
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
実
践
す
る
こ
と
で
予
期
せ
ぬ
壁
に
ぶ

つ
か
る
こ
と
が
い
く
ら
で
も
あ
る
は
ず
だ
か
ら

で
す
。
そ
う
し
た
考
え
か
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
か

ら
帰
国
し
た
後
、
店
の
物
件
探
し
に
時
間
を
か

け
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
「
出
張
シ
ェ
フ
」

と
し
て
実
践
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
生
計
の
立

て
方
や
自
分
の
将
来
像
が
あ
る
程
度
見
え
て
き

た
た
め
、現
在
は
、よ
り
「
表
現
」で
き
る
場
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
一
軒
家
の
物

件
を
国
内
各
地
で
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

−

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

南
ア
ジ
ア
の
南
端
に
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
料

理
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
、
今
後
は
南
ア

ジ
ア
を
北
上
す
る
形
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
料
理
へ
と
事
業
の
幅
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス

を
見
つ
け
、新
た
な
地
に
赴
い
て
は
、現
地
の
人

に
料
理
を
学
び
、
そ
れ
を
日
本
で
提
供
す
る
。

さ
ら
に
、
記
録
し
た
各
国
の
伝
統
料
理
に
関
す

る
情
報
を
本
な
ど
に
ま
と
め
、
発
信
で
き
た
ら

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

■    PROFILE
1988年生まれ、兵庫県出身。大学を卒業後、食品メー
カーに営業職で勤務。2014年3月、青年海外協力隊
員としてパプアニューギニアに赴任。健康増進や食事
の多様化を目的とした、農村部の住民への料理指導な
どに取り組む。16年3月に帰国した後、フランス料理レ
ストラン勤務、スリランカでの現地料理の修行などを経
て、19年、スリランカ料理の提供やスリランカ料理教室
の開催を行う事業を開始。

Naito 
Naoki

現地で手に入る
調味料を活用し
て料理の幅を広
げる方法を伝え
る教室を開く、
協力隊時代の
内藤さん

ら
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
バ
ナ
ナ

の
葉
で
カ
レ
ー
を
包
ん
だ
ス
リ
ラ
ン
カ
ス
タ
イ

ル
の
弁
当
を
店
舗
で
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
弁
当
の
製
造
で

多
忙
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
、私
1
人
で
事
業
を
回
し
て
い
ま
す
。

−

開
業
の
き
っ
か
け
は
？

　

出
発
点
は
、
協
力
隊
に
参
加
す
る
前
に
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
ア
ジ
ア
や
大
洋
州
の
国
々

を
旅
し
た
際
に
、「
首
都
は
ど
こ
も
同
じ
よ
う

な
香
り
が
す
る
」と
感
じ
た
経
験
に
遡
り
ま
す
。

ど
の
国
に
も
独
自
の
文
化
が
あ
る
は
ず
な
の

に
、
先
進
国
の
都
市
を
目
指
し
て
均
質
化
し
て

い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
も
っ
た

い
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
う
感
じ
た
こ
と

か
ら
、
各
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
た

い
と
い
う
願
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
文
化

を
調
べ
、
記
録
に
留
め
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
協
力
隊
員
と

し
て
赴
任
し
た
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
も
、

スパイス計画
さん

（パプアニューギニア・コミュニティ開発・2013年度4次隊）

CASE4
飲食業

本拠地：福岡県直
のお
方
がた
市
し

開　業：2019年
事　業：スリランカ料理の提供、
	 スリランカ料理教室の開催

スパイス計画

現地の人に学んだ「料理」を提供し、
現地の人々に思いを馳せてもらう
協力隊員として「料理教室」の開催に力
を入れた内藤さん。帰国後の仕事に選
んだのは、各国の伝統的な料理を学び、
記録し、それを日本で再現して伝える
ことだ。

❶福岡県直方市のコミュニティスペースでスリランカカレーを提供する内藤さん
❷同じコミュニティスペースの厨房で調理をする内藤さん
❸内藤さんが依頼に応じて時折開いている、スリランカ料理教室の様子
❹「スパイス計画」の主力メニューであるワンプレートのカレー。5種のカレーを載せるのを基本としている

Twitter FacebookInstagram

❶

❸❹ ❷

協力隊後の生き方
〜“起業”の道〜

特 集
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協力隊経験者たちに、「未来の協力隊員たち」に向けた
活動報告を行っていただきます。

■  PROFILE
1989年生まれ、沖縄県出身。大学の理学部を卒業後、中
高一貫校に理科教員として勤務。2018年1月、青年海外協
力隊員としてサモアに赴任。20年1月に帰国。

話＝ さん
          （サモア・理科教育・2017年度3次隊）

活動環境活動内容

配属先
の

基礎情報

名称 アアナ・ナンバーワン中高等学校

所在地 ウポル島ファレオロ

事業内容 公立の中高等学校（5年制＝9〜13年生）

生徒数 約300人（1クラスは最大30人／1学年は1〜3クラス）

教員数 約30人（活動を共にする理科教員は3人、数学教員は5人）

学期数 4学期（年度開始は1月）

教育言語 英語（実際はサモア語が使われることも多い）

時間割 60分／コマ、8コマ／日

その他
教科書は教員だけが持ち、その板書を生徒が写す。11年生より上の学
年では、そもそも国定の教科書がない科目もあり、図書室に置いてあ
るニュージーランドやオーストラリアの教科書を教員たちが適宜利用。

　 現地の主食のタロイモ
　 学習活動のアイデアを競う
全国コンクールで、デンプン糊を
つくるためにタロイモをすり下ろ
す理科部門の代表生徒
　 城間さんが授業で取り入れ
た、並べた紙コップの上の板に
乗る「圧力」の実験に取り組む
生徒たち

　 配属先の理科室。城間さんは
その整備にも取り組んだ
　 配属先で毎朝8時半から行
われていた朝礼

　2018年度の授業開始の約1カ月後に着任。任期を通し
て、単独で理科と数学の授業を行うことが活動のメインで
した。担当した学年と科目は以下のとおりで、いずれも週に
3、4コマ。最大で週に20コマを担当しました。
【2018年度】
■9年生の数学（必修科目）＝1クラス
■10年生の基礎理科（物理・化学・生物の基礎を教える
科目、選択科目）＝受講生徒は約30人
■11年生の物理（選択科目）＝受講生徒は7、8人
【2019年度】
■10年生の数学（必修科目）＝1クラス
■11年生の数学（必修科目）＝1クラス
■11年生の物理（選択科目）＝受講生徒は7、8人
　理科の授業では当初、「なぜこんなに理解してもらえな
いのか」と悩みました。解決の糸口が見えたのは、ホームス
テイ先での体験です。ホストファミリーは食器を洗う際、食
器洗い用の洗剤は高価だからと、人体に害のある洗濯用の

洗剤を使っていました。そこで私は、学校で教える化学の
知識が「生活」に結び付けて捉えられていないと感じたた
め、授業では科学的知識を「生活」と結びつけて説明する
ことにしました。すると、教えた知識の定着率が高まること
が小テストの結果などからわかりました。
　例えば、「将来、黒い車を買うか、白い車を買うか」と尋
ねた後、凸レンズで太陽光を屈折させて白と黒の紙に焦点
を当て、黒い紙なら焼けることを確かめる「熱の吸収率」を
学ぶ実験をし、「黒い車は熱くなること」を確認させました。
そのように、実生活に結びつけた理科の授業を展開するこ
とで、生徒の関心が高まり、「もっと理科の実験をしたい」
という自発性が生まれていきました。全国の学校の代表者
が学習活動のアイデアを競うコンクールが開かれた際、理
科部門の発表の指導を担当したのですが、現地の主食がサ
トイモ科の植物のタロイモであることに着目し、タロイモ
でデンプン糊をつくる実験を採用。すると、生活と結びつ
けた学習である点が評価され、優勝することができました。

私の引継書
〜未来の協力隊員へ〜

2 1

1

2
1

1

2

2

3

3

未来の
協力隊員へ

　任期の前半に苦労したのは「クラスコントロール」です。サモアの生徒は、筆記用具の貸し借りの
ための立ち歩きが後を絶たず、授業に集中できません。また、テストでのカンニングも常態化していま
した。現地の教員は体罰などで威圧的にクラスコントロールをするのが一般的で、それに慣れている
生徒たちは、体罰をしない私の授業では好き放題になってしまうのでした。威圧的な授業で生徒た
ちは「勉強はやらされるもの」と感じてしまっており、私はそれに替わるクラスコントロールの方法が
見つけ出せず、悩み続けました。任期の半ばになり、自分が考えていることをもっと明確に発信しなけ
ればいけないと思い立ってから、状況は好転。体罰に慣れ、私がそれをしない意図がわからなかった
生徒に対して、「なぜ体罰をしないのか」「『生活を豊かにする』という勉学の目的」を伝え続けました。
すると、生徒たちも私の言葉を1つずつ理解し、私が大切にしていることを大切にしてくれるようにな
りました。その結果、立ち歩きやカンニングが減り、私が描いていた授業に近づけることができまし
た。異文化の人 と々のコミュニケーションは、「私とはどんな人物なのか、何を考えているのか」を明確
に発信し、「国や文化に関係なく、互いに理解し合うこと」が重要——。これが、協力隊経験で私が得
た最大の学びです。



　
　

任
期
が
短
い
中
で
も
成
果
を
出
そ
う
と
焦
り
、

人
と
の
交
流
を
疎
か
に
し
て
し
ま
っ
た

 

文
＝

さ
ん（
ケ
ニ
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
2
0
1
7
年
度
3
次
隊
）
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一
村
一
品
運
動
終
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
う
た
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
職
種
で
ケ

ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
。
民※

間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
に
よ
る
派
遣
で
、
私
の
場
合
は
活
動
期

間
は
1
年
間
。
そ
の
中
で
活
動
を
完
結
さ
せ
る

べ
く
、効
率
よ
く
活
動
を
進
め
よ
う
と
し
た
。

　

最
初
に
、
か
つ
て
一
村
一
品
運
動
に
参
加
し

て
い
た
グ
ル
ー
プ
の
情
報
収
集
を
実
施
。
ど
の

グ
ル
ー
プ
と
も
ほ
ぼ
連
絡
が
つ
か
な
い
な
か
、

牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
生
産
す
る
乳
業
組
合
と

接
触
で
き
、
現
状
を
尋
ね
た
。
す
る
と
、
製
品
の

質
は
良
い
も
の
の
、
梱
包
材
の
耐
久
に
問
題
が

あ
っ
て
地
元
で
し
か
販
売
で
き
ず
、
グ
ル
ー
プ

の
収
入
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
る
と
知
り
、支
援
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
毎
日
各
農
家
か
ら
生
乳

を
生
産
拠
点
に
集
め
、乳
製
品
を
生
産
し
、地
元

の
小
売
店
に
供
給
し
て
い
る
。
生
産
と
売
上
は

生
産
拠
点
専
任
の
担
当
者
が
管
理
。
ま
た
、
売

上
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
は
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的

農
家
の
A
さ
ん
が
管
理
し
、
各
農
家
の
生
産
量

に
応
じ
て
月
１
回
、支
払
い
を
行
っ
て
い
た
。

　

活
動
初
期
は
、
担
当
者
や
A
さ
ん
へ
の
聞
き

込
み
を
し
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
梱
包
材
の
品

質
改
善
方
法
を
伝
え
た
。
活
動
期
間
の
短
い
私

は
、
個
人
的
な
付
き
合
い
に
よ
る
信
頼
関
係
の

　国を問わず、金銭トラブルは避けることが難しいものです。
ただし、お金への価値観というのは、その国の経済情勢や
物価だけでなく、個人の収入、社会的地位、家族構成などに
よっても大きく異なります。現地の人 と々の交流を通して、派
遣国における一般的な金銭的価値観や個 人々への理解を深
めていれば、適切な資金管理ができたのかもしれません。私
の場合、現地の人々との日常の何気ない交流から配属先以
外での人脈が形成され、後の活動につながっていきました。
信頼関係の構築が成果への近道になったと考えています。

　実績を出すことで信頼を得ることも大切だと感じています。
活動期間内に、信頼関係づくりと実績の追求のバランスが取
れた活動ができたらよかったのでしょうが、実際は難しいこと
だと思います。お金の管理を誰がするのかなどグループ内で話
し合う機会を持ち、大切なことを「見える化」し、グループで
交流しながら活動を進めるとまた違った結果であったかもしれ
ません。私は今回の事例とは逆で信頼関係づくりに時間を割
き、成果をもっと追及して活動できていればと悔いがあります。
配属先は次の隊員へと継続要請を出し、後任に託しました。

文＝協力隊経験者
● アジア・マーケティング・2014年度派遣
● 取り組んだ活動
省庁の下部組織において、配属先が実施する職業訓練の改善支援、新
聞エコバッグの普及及び商品化支援、災害発生後に学校への救急セッ
ト配布支援などを実施した。

成果も大事だけれど、交流は活動の基礎信頼関係づくりと成果のバランス

文＝協力隊経験者
● アジア・コミュニティ開発・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
活動1年目は郡のコミュニティ開発部に配属となり、一村一品の販路開
拓を目指す。2年目に県のコミュニティ開発局に配属先が変更になり県
全体の一村一品や観光のプロモーションに従事した。

活動先の乳業組合の生産拠点。ここに生乳を集め、牛乳やヨーグルトなどの乳製品を生産していた

構
築
に
は
時
間
を
割
か
ず
、
実
績
を
出
す
こ
と

で
信
頼
を
得
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
関

係
で
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　

活
動
中
期
は
、
品
質
改
善
に
よ
っ
て
流
通
可

能
に
な
っ
た
新
た
な
エ
リ
ア
へ
の
営
業
活
動
を

支
援
。
少
し
ず
つ
販
路
を
広
げ
、
任
期
終
了
3

カ
月
前
に
生
産
能
力
拡
大
の
た
め
に
新
規
農
家

の
取
り
込
み
、
ま
た
生
産
設
備
拡
充
の
た
め
に

経
営
指
導
を
開
始
。
投
資
用
の
資
金
集
積
も
始

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
運
転
資
金
・
投
資
資
金

の
管
理
は
A
さ
ん
に
任
せ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
A
さ
ん
が
グ
ル
ー
プ
の
資
金
を
持

っ
て
国
外
へ
逃
走
。
グ
ル
ー
プ
は
運
転
資
金
が

不
足
し
、
代
金
未
払
い
に
よ
る
農
家
の
離
散
と
、

生
産
力
減
少
に
よ
る
供
給
不
足
に
陥
り
、
販
路

を
喪
失
。
グ
ル
ー
プ
の
存
続
は
極
め
て
困
難
に

な
り
、
当
該
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

素
朴
な
生
活
を
し
て
い
た
人
に
、
突
然
大
金

の
管
理
を
任
せ
た
場
合
、彼
ら
は
混
乱
せ
ず
、誘

惑
に
流
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
お
金
の
管
理
が
で

き
る
の
か
？　

誰
か
に
こ
う
問
わ
れ
れ
ば
「
そ

ん
な
に
う
ま
く
は
い
か
な
い
」
と
答
え
た
は
ず

だ
。
焦
っ
て
活
動
し
て
い
た
当
時
の
自
分
は
、

そ
ん
な
発
想
を
持
つ
こ
と
も
、
そ
れ
に
気
づ
く

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

■  PROFILE
1990年生まれ、香川県出身。2014年、国
際基督教大学教養学部を卒業後、パナソ
ニック株式会社に入社。18年1月、民間連
携ボランティア制度 （現 JICA海外協力隊

〈民間連携〉制度）により、青年海外協力隊
員としてケニアに赴任。19年1月、帰国。現
在は、パナソニック株式会社の海外事業所
にて、アフリカ大陸へのマーケティング、商
品企画、営業企画業務を担当している。

■  活動概要
一村一品運動終了後の生産者グループの
情報収集とフォローアップを行う。
●赴任エリアのアクティブな生産者グルー
プのマッピングおよびプロファイリング
●生乳・ヨーグルト生産への助言と販路開
拓による売上拡大支援　など

※現 JICA海外協力隊 （民間連携）制度

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃183

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
任期が１年のみで、その中で活動を完結させるべく、性急に事
を進めていたことが、今回の事態を招いた要因だと思ってい
ます。ほかにもあるかもしれませんがひとつ解決策を挙げる
なら、グループの人たちと理解し合える関係をつくれていた
ら、結果は違ったかもしれません。問題の人物のAさんとも個
人的にいろいろなことを話すような関係を構築する時間を惜
しみ、自分が役に立つことを成果で示すという利害関係によっ
た関係を構築していました。時間がかかってもグループのひ
とりひとりと信頼関係を構築することを優先すべきでした。グ
ループの人たちを理解し、また彼らにも私の性格や「現地の
ために役立ちたい」という思いなどを理解してもらいながら、
活動に取り組めばよかったと思っています。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の強み（S）】
マーケティングの知識があ
る。

【隊員の弱み（W）】
活動期間が1年間のみ。

外部
【環境の良い面（O）】
商品の質が高い。
農家同士に連帯感がある。

【環境の悪い面（T）】
品質改善や利益管理、投
資の知識が少ない。

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

グループの収入向上
のため、乳業組合の
生産能力向上、品質
改善による販路開
拓。

実際の結果

生産能力向上のため
に集積したグループ
の投資資金・運転資
金の管理が甘く、回
収できなくなってし
まった。

活動
開始 現地の人が持たない知

識（T）を、任期中に伝え
きるため、できるだけ急
いで活動を進める（W）。



Q 

ど
う
解
決
し
ま
し
た
か
？

　
修
理
記
録
の
管
理
と
修
理
内
容
の
連
絡
で

す
。
修
理
技
術
者
に
は
修
理
記
録
を
残
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
1
つ
の
故
障
が
後
日
ど
の

よ
う
な
修
理
に
発
展
す
る
の
か
意
識
し
て
も

ら
い
、
機
械
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
ど
う
分
散
さ

れ
て
い
る
の
か
を
想
像
し
や
す
く
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
予
防
保
全
に
よ
っ
て
近

日
再
度
別
の
箇
所
を
修
理
す
る
必
要
が
な
く

な
る
こ
と
を
理
解
し
、
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
で

は
な
く
仕
事
量
の
削
減
と
い
う
自
分
た
ち
の

た
め
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
機
械
運

転
者
に
は
修
理
内
容
の
連
絡
を
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
日
常
の
報
告
と
予
防
保
全
の
関
連

性
に
気
づ
い
て
も
ら
え
ま
し
た
。

Q 

派
遣
予
定
の
同
職
種
の
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
設
機
械
は
現
場
で
稼
働
し
て
こ
そ
輝
き

ま
す
。
現
場
の
地
域
環
境
や
住
民
た
ち
と
の

交
流
、
建
設
物
が
今
後
ど
の
よ
う
な
効
果
を

生
み
出
す
の
か
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の

職
種
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
で
す
。
ま
た
、
活

動
中
は
予
算
・
人
員
・
備
品
と
必
要
な
物
が

多
く
出
て
き
ま
す
。
派
遣
国
に
な
い
も
の
を

ど
う
代
用
す
る
か
、
入
手
方
法
は
ど
う
す
る

か
な
ど
を
考
え
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。車
の
車
検
の
よ
う
な
制
度
が
な
い
場
合
、

動
け
ば
良
い
と
い
う
の
が
1
つ
の
正
解
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。
完
璧
で
な
く
と
も
安
全
で

末
永
く
使
え
る
こ
と
が
目
的
の
と
き
は
、
現

地
に
馴
染
む
方
法
を
現
地
の
人
と
一
緒
に
考

え
て
い
く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

Q 
ど
う
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

　
特
に
画
期
的
な
解
決
策
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
説
得
で
き
る
語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
自
身
の
意
見
が
通
り
や
す

く
な
る
環
境
や
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
で
し
た
。
信
頼
を
得
る
た
め
に
、
限

ら
れ
た
環
境
で
も
結
果
を
出
す
こ
と
や
、
本

気
で
チ
ー
ム
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
行
動
し
ま
し
た
。
心
が

け
た
の
は
、
彼
、
彼
女
ら
の
こ
と
を
尊
敬
し

て
い
る
と
言
葉
に
し
て
頻
繁
に
伝
え
る
こ

と
。
ま
た
、
優
先
す
べ
き
と
こ
ろ
や
見
習
う

べ
き
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
評
価
し
、
採
用
し

ま
し
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
信
頼
関
係
が
築

け
て
い
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
派
遣
国
の
選
手
や
コ
ー
チ
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
日
本
の
よ
う
に
指
導
者
の
言
う

こ
と
を
全
員
が
真
面
目
に
聞
く
こ
と
は
あ

ま
り
期
待
し
な
い
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
自
分
の
言
葉
で
思
い
を
伝
え
れ
ば
、

応
え
て
く
れ
る
人
は
き
っ
と
い
ま
す
。

　
開
発
途
上
国
の
人
は
我
々
よ
り
も
ス
ポ
ー

ツ
に
夢
を
抱
き
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
憧
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、普
通
の
生
活
、普
通
の

練
習
に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
国
を
、国
民
を

元
気
に
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
派

遣
国
の
方
も
き
っ
と
皆
さ
ん
に
期
待
を
抱

き
、皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　
建
設
機
械
の
故
障
前
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

向
上
で
す
。
機
械
運
転
者
は
1
0
0
人
程
、

修
理
技
術
者
は
10
人
程
い
ま
し
た
が
、故
障

後
の
対
応
が
主
と
な
っ
て
い
た
た
め
工
事

現
場
の
ス
ト
ッ
プ
、修
理
の
長
期
化
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
農
道
建
設
を
進
め

る
こ
と
が
配
属
先
の
役
割
だ
っ
た
の
で
、い

か
に
し
て
機
械
が
稼
働
し
続
け
ら
れ
る
か

を
活
動
の
メ
イ
ン
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
修
理
技
術
者
は
時
間
を
か
け
れ
ば
故
障

を
直
せ
た
た
め
、修
理
発
生
時
に
は
故
障
箇

所
以
外
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
点
検
を
同
時
に

実
施
し
、
必
要
部
品
の
確
保
、
次
回
の
修
理

計
画
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
機
械

運
転
者
に
は
故
障
後
の
報
告
で
は
な
く
日

常
的
に
点
検
し
、異
常
が
出
る
前
に
報
告
が

で
き
る
よ
う
に
、
点
検
方
法
と
、
あ
る
べ
き

工
具
の
確
認
表
作
成
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　
機
械
の
故
障
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い 

を
ど
う
わ
か
っ
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
に

一
番
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。
私
は
壊
れ
る

前
に
修
理
す
る
予
防
保
全
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
は

消
耗
部
品
を
定
期
交
換
す
る
ま
で
で
必
要

十
分
で
あ
る
と
の
考
え
で
し
た
。
機
械
運
転

者
か
ら
の
報
告
や
、
修
理
技
術
者
が
修
理
の

際
に
つ
い
で
に
点
検
す
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
気
配
り
で
解
消
で
き
る
予
防
保
全
と

い
う
方
法
が
、
日
本
式
の
過
剰
サ
ー
ビ
ス
と

捉
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　
メ
イ
ン
の
活
動
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
選
抜
チ
ー

ム
の
指
導
で
し
た
。
チ
ー
ム
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
代
表
選
手
も
多
く
有
す
る
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

特
別
州
全
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
14
〜
24
歳

の
選
手
12
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
地

ス
タ
ッ
フ
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
含
む
コ

ー
チ
が
4
人
い
ま
し
た
。
現
場
の
外
か
ら
は

早
く
結
果
を
出
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
今
ま

で
は
大
会
前
の
数
カ
月
と
い
う
短
い
期
間

で
表
面
的
に
取
り
繕
う
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
基
礎
的
な
技
術
の
習
得
や
演
技

構
成
に
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
長
期
戦
略
の
た
め
の
上
層
部
の
説
得

や
、
選
手
ら
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

予
算
の
確
保
な
ど
が
課
せ
ら
れ
た
大
き
な

課
題
で
し
た
。
し
か
し
半
年
が
経
つ
頃
に
は

成
果
が
見
え
始
め
、
1
年
と
少
し
が
経
っ
た

頃
、
チ
ー
ム
で
設
定
し
た
1
つ
目
の
目
標
で

あ
る
国
内
の
チ
ー
ム
種
目
全
制
覇
と
目
標

点
数
を
ク
リ
ア
で
き
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　
最
も
悩
ん
だ
の
は
金
銭
的
な
問
題
で
し

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
結
果
を
出
す
と

あ
る
程
度
の
予
算
が
下
り
る
の
で
す
が
、

「
結
果
を
出
す
た
め
の
予
算
」
は
下
り
に
く

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
メ
ダ
ル
が
取
れ
ず
と

も
、
大
き
な
大
会
に
出
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ

ば
出
て
、
選
手
た
ち
に
大
き
な
大
会
に
対
す

る
免
疫
を
付
け
て
も
ら
い
、
慣
れ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
予
算
と
ス

ポ
ン
サ
ー
の
開
拓
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

山奥にある道路建設現場に出張し、現場周辺にある寺院の人たちや住民と交流する吉川さん（左から4人
目）と現場スタッフたち

ジャカルタチームの選手・コーチと石山さん（後列中央）。コーチ陣は石山さんより年長だったが、「常に学び
の姿勢で敬い、協力してくれました」と石山さんは振り返る。演技の振り付けでは、ただ美しさを求めるのでは
なく、ジャカルタチームの選手に似合うものを優先した

※人数は、2020年6月30日現在。

※現アーティスティックスイミング

※人数は、2020年6月30日現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

建設機械
#D233

シンクロ
#G116

さん
（ブータン・2017年度2次隊）

さん（インドネシア
・2017年度4次隊）

■  活動概要
ブータンの農林省管轄、農村道路建設などを行う組織中央機
械化センターにて、保有農道建設機械、油圧ショベル・ロード
ローラーなどの維持管理向上のため、以下の活動を行う。
●修理技術者への故障前メンテナンスのマニュアル作成・実施
●機械運転者への機械チェックマニュアルの作成・実施
●修理工場内の修理設備・部品庫の5S
●山奥の建設現場への出張修理　など

■  活動概要
ジャカルタチームの選抜、強化、インドネシアに
おけるアーティスティックスイミング （AS）の知
名度向上のため、以下の活動を行う。
●日本式の選考会の実施
●基礎技術の指導
●大会のための演技構成を作成
●国内大会や海外遠征に帯同　など

■  PROFILE
1981年生まれ、滋賀県出身。大学の経営情報
学部を卒業後、建設機械の民間会社で13年勤
務。営業・修理メンテナンスなど建設機械を直
接扱う業務に携わる。2017年10月、青年海外
協力隊員としてブータンに赴任。19年10月に帰
国。

■  PROFILE
1994年生まれ、京都府出身。8歳でシンクロを始め、その後、AASFアジアエージ
大会で優勝、FINA世界ジュニア選手権で準優勝などの成績を収める。2017年、
同志社大学社会学部教育文化学科を卒業。在学中の16年より菓子店を開業、
卒業後も継続。その後、青年海外協力隊参加のため閉業し、18年5月、協力隊員
としてインドネシアに赴任。19年7月、現地スポーツ省と直接契約に至り、任期短
縮し、帰国。その後ジャカルタへ渡り、国家青年スポーツ省ジャカルタ支部にて契
約、ジャカルタ選抜強化チームの監督、指導者として強化、普及に携わる。

話話

22ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 823 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 8

派  遣  中 ▶ 0人

累　　計 ▶ 134人

分　　類 ▶ 鉱工業

活  動  例 ▶ 建設機械の点検・修理や保守管

理についての支援　など

類似職種 ▶ 自動車整備

派  遣  中 ▶ 1人

累　　計 ▶ 7人

分　　類 ▶ 人的資源

活  動  例 ▶ 代表選手の育成、コーチへの技

術移転  など

類似職種 ▶ 水泳



　佐藤さんのプロフィール

2018 20132016

山
形
県
出
身
。

3
月
、
新
潟
大
学
法
学
部
法
学
科

卒
業
（
国
際
法
ゼ
ミ
）。

4
月
、
株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
に

て
法
人
渉
外
・
融
資
業
務
に
従
事
。

1
月
、青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
。

マ
ラ
ウ
イ
の
南
部
に
位
置
す
る
ブ

ラ
ン
タ
イ
ヤ
県
内
の
農
業
普
及
所

に
配
属
さ
れ
、
改
良
カ
マ
ド
の
普

及
に
取
り
組
む
。
薪
の
消
費
量
、

購
入
費
お
よ
び
薪
集
め
に
費
や
す

時
間
の
削
減
に
貢
献
し
た
。

1
月
、帰
国
。

6
月
、
ソ
ー
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
株
式

会
社
に
入
社
。

1990

　

高
校
時
代
に
「
ル
ワ
ン
ダ
虐
殺
」の
こ
と
を
知
り
、

国
際
協
力
の
道
を
目
指
し
た
佐
藤
さ
ん
は
、大
学
生
、

社
会
人
を
経
て
、
協
力
隊
に
参
加
。
マ
ラ
ウ
イ
で
の

活
動
を
通
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
開
発
途
上
国
の

支
援
を
し
た
い
と
、
帰
国
後
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
関
連
機
材
を
取
り
扱
う
企
業
に
就
職
し
た
。

次
の
世
代
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

高
校
生
の
と
き
ル
ワ
ン
ダ
虐
殺
の
こ
と
を
授
業

で
知
り
、「
同
じ
時
代
に
起
き
た
出
来
事
に
対
し
て
、

自
分
に
も
何
か
で
き
な
い
の
か
」
と
思
っ
た
。

 

「
私
自
身
、
あ
ま
り
裕
福
で
は
な
い
家
庭
で
育
ち
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
人
一
倍
頑
張
ら
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
困
っ
て
い
る
人
の
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

将
来
的
に
国
際
協
力
を
仕
事
に
し
た
い
と
、
国
際

法
を
学
べ
る
大
学
に
進
学
。
し
か
し
、
実
際
に
何
が

で
き
る
の
か
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
就
活
シ
ー
ズ
ン
が

到
来
し
て
し
ま
う
。
学
校
に
リ
ク
ル
ー
ト
に
来
て
い

た
銀
行
を
受
け
、
採
用
が
決
定
。
法
人
営
業
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
業
界

を
見
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
考
え
よ
う
と
思
っ
た
。

　

法
人
営
業
の
仕
事
を
し
て
2
年
目
、「
自
分
は
厳

し
い
環
境
に
い
る
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い

ど
の
地
球
資
源
は
残
っ
て
い
る
の
か
と
疑
問
に
思

い
、
限
り
あ
る
資
源
を
活
用
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

改
良
カ
マ
ド
の
普
及
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
の
た

め
に
も
っ
と
何
か
を
し
た
か
っ
た
が
、
専
門
的
な
技

術
も
知
識
も
足
り
な
い
。
佐
藤
さ
ん
は
現
地
の
人
に

「
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
戻
っ
て
く
る
か

ら
、10
年
待
っ
て
い
て
」
と
伝
え
、日
本
に
帰
っ
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
途
上
国
に

　　

地
元
の
山
形
県
で
就
職
活
動
を
始
め
た
佐
藤
さ

ん
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
企
業
を
探
し

始
め
た
。
い
つ
か
マ
ラ
ウ
イ
に
貢
献
す
る
仕
事
に
就

く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
の
で
、
仕
事
を
通
じ
て

開
発
途
上
国
に
貢
献
す
る
精
神
を
持
っ
た
経
営
者

の
も
と
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を

青＊
３

年
海
外
協
力
隊
相
談
役
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
県

内
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
扱
い
、
社
会
貢
献
活

動
に
も
注
力
し
て
い
る
会
社
が
あ
る
こ
と
を
教
え

た
の
に
何
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
感
じ
る
こ
と

が
増
え
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
電
車
内
で
協
力
隊

募
集
の
中
吊
り
広
告
を
見
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏

み
出
す
決
意
を
し
、応
募
。
合
格
し
た
。

　

マ
ラ
ウ
イ
南
部
に
あ
る
農
業
普
及
所
に
配
属
さ

れ
、
電
気
・
水
道
が
普
及
し
て
い
な
い
農
村
部
で
活

動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
佐
藤
さ
ん
。
現
地
の
人
の
生

活
の
質
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、
着
目
し
た
の
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
。
従
来
の
３＊
１

つ
石
ス
ト
ー
ブ
を
熱

効
率
の
良
い
改＊

２

良
カ
マ
ド
に
す
る
こ
と
で
、
薪
の
消

費
量
や
購
入
費
用
、
薪
集
め
に
費
や
す
時
間
を
削
減

で
き
る
。
そ
う
考
え
、普
及
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　

活
動
当
初
、
現
地
語
が
う
ま
く
話
せ
な
い
佐
藤
さ

ん
を
現
地
の
人
は
優
し
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。
伝

え
た
い
こ
と
を
理
解
し
、
と
も
に
カ
マ
ド
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
つ
く
っ
た
後
は
一
緒
に
食
事
を
し
た
。

「
マ
ラ
ウ
イ
の
人
に
活
動
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と

佐
藤
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。

 

「
日
本
も
昔
は
こ
う
い
う
カ
マ
ド
を
使
っ
て
い
た
」

と
佐
藤
さ
ん
は
現
地
の
人
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。

す
る
と
「
孫
の
世
代
は
将
来
日
本
の
よ
う
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
し
ら
」
と
言
わ
れ
た
。

 

「
ど
の
国
の
人
も
『
次
の
世
代
に
は
よ
り
よ
い
生
活

を
』
と
い
う
願
い
が
あ
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
現
地
の
人
が
希
望
す
る
生
活
に
近
づ
け
る
ほ

「
10
年
、待
っ
て
い
て
」

マ
ラ
ウ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
・
2
0
1
5
年
度
3
次
隊

さ
ん

ら
れ
、
会
社
を
訪
問
。
話
を
聞
く
と
、
海
外
か
ら
の

輸
入
商
材
を
扱
っ
て
お
り
、
語
学
が
で
き
る
人
を
求

め
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。
佐
藤
さ
ん
は
就
職
試
験
を

受
け
、
合
格
。
太
陽
光
発
電
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
材
の
卸
売
販
売
や
施
工
な
ど
を
行
う
、ソ
ー
ラ
ー

ワ
ー
ル
ド
株
式
会
社
に
入
社
し
た
。

　

現
在
営
業
部
に
所
属
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
材

の
営
業
活
動
や
、一
般
家
庭
か
ら
太
陽
光
発
電
設
置

の
依
頼
が
あ
っ
た
際
の
現
地
調
査
や
見
積
も
り
、
施

工
の
段
取
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
機
材
の
施
工
は

担
当
者
が
行
う
が
、
簡
単
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理

は
佐
藤
さ
ん
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
海

外
営
業
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
仕
入
れ
る
商

材
の
調
整
業
務
も
担
当
し
、
設
備
設
計
や
見
積
も
り

な
ど
日
本
と
海
外
の
や
り
と
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

 

「
語
学
力
に
加
え
、
協
力
隊
の
活
動
で
学
ん
だ
選
択

肢
を
提
示
す
る
力
が
役
立
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
生

活
を
強
制
的
に
変
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
取
り
入

れ
て
も
ら
う
た
め
の
長
所
、
短
所
を
伝
え
て
現
地
の

人
に
選
ん
で
も
ら
う
。
無
理
に
導
入
し
て
も
継
続
し

た
利
用
は
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
現
在
も
そ
の

考
え
方
を
下
地
に
お
客
様
と
お
話
し
し
て
い
ま
す
」

　

昨
年
は
、
太
陽
工
学
を
専
門
と
す
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
担
当
。
彼
女
を
通
し

て
、
今
後
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
小
規
模
太
陽
光
発
電
設

備
の
太
陽
光
発
電
キ
ッ
ト
を
販
売
す
る
準
備
も
し

て
い
る
。
仕
事
を
通
し
て
技
術
や
知
識
を
得
る
こ
と

で
自
身
の
成
長
を
日
々
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、「
マ

ラ
ウ
イ
で
役
に
立
て
る
人
間
に
な
り
、
現
地
に
戻
る

と
い
う
の
が
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。

　

8
年
後
、「
待
っ
て
い
て
」
と
伝
え
た
マ
ラ
ウ
イ

の
人
が
住
む
地
域
や
、
途
上
国
の
未
電
化
地
域
に
小

規
模
太
陽
光
発
電
設
備
を
普
及
す
る
。
そ
の
目
標
を

現
実
に
す
る
た
め
、佐
藤
さ
ん
は
働
い
て
い
る
。

＊3 青年海外協力隊相談役…帰国隊員の進路開拓をサポートし、全国に配置されている。
　　詳細は

▲

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/counselor/
＊１ 3つ石ストーブ…熱源の周囲に3つの石を置き、その上に鍋などをのせて利用する。熱伝導率が悪く、大量の薪を必要とする。
＊2 改良カマド…熱源の周囲をレンガで囲い粘土で固めたカマド。熱伝導率が良く、薪の使用量が少なくて済むが、定期的な
　　メンテナンスが必要。 24ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 825 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 8

自分が役立てるのか自信がなかった
が、募集説明会の会場で協力隊経験
者から伝えられた「興味があるなら応
募したほうがいい」という言葉に背中を
押され、応募。合格できた。

同社の社長が過去にバングラ
デシュで太陽光の技術指導な
どをしていたと知り、業界研究
をしたいと訪問。求人をしてい
ることがわかり、受験した。

銀行員

自然エネルギー関連企業 社員

人生を変えた2年間

Vol.179

JICA Volunteers'

木質バイオマスボイラーの点検作業をする現在の佐藤さん。木質バイオマスボイラーで使用する燃料は、未利用
の間伐材や製材工場などで残った木材、建造物を解体する際に出る木材など。同機材はオーストリア製で、輸入
や設置のための調整業務を佐藤さんが担当している

マラウイで協力隊員として活動する佐藤さん。イラストを用いて改
良カマドを取り入れるメリットを現地の人に伝えた

ソーラーワールド株式会社 

設　　 立：2009年
（開設は1997年）

住　　 所：山形県天童市
鎌田2-1-11

業 務 内 容：自然エネルギー機材の
卸販売・施工など。

従 業 員 数：8人
（2020年5月現在）

U　 R 　L：http://solar-world.jp/

業務の一環として、学校などで
仕事と協力隊活動の紹介も行っている

beforeafter JICA Volunteer



［座談会参加者］

わ
っ
て
い
ま
す
。

「
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
は
だ
め
」

私
は
派
遣
前
、
保
健
所
で
デ
ー
タ
処
理
な
ど
現

場
と
は
少
し
離
れ
た
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
協
力
隊
で
住
民
を
相
手
に
栄
養
教
育
を
行
う
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
と
て
も
楽
し

く
感
じ
、「
私
は
『
現
場
』
の
仕
事
が
好
き
な
の
だ
」
と

確
認
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
帰
国
し
て
最
初
に
配

属
さ
れ
た
部
署
は
、
出
先
機
関
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う

な
立
場
に
あ
る
本
庁
の
部
署
で
、
そ
こ
で
の
業
務
は

「
現
場
」
が
と
て
も
遠
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ

う
し
て
、
復
職
し
て
1
年
ほ
ど
は
、「
退
職
し
て
、
も
う

一
度
協
力
隊
に
参
加
し
た
い
」
と
悩
む
日
々
で
し
た
。

よ
う
や
く
「
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
場
所
で
で
き
る
こ

と
を
、
も
う
少
し
探
し
て
み
よ
う
」
と
気
持
ち
を
切
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
J
I
C
A
の
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
専
門
家
も
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
栄

養
士
隊
員
O
G
の
方
に
い
た
だ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
彼
女
に
悩
み
を
相
談
し
た
際
、「
成

長
し
て
い
な
い
う
ち
に
、
ま
た
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
も

意
味
が
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
聞
き
、「
た
し
か
に
今
、
派
遣
国
に
戻
っ
た

と
し
て
も
、前
回
と
同
じ
よ
う
な
貢
献
し
か
で
き
な
い
」

と
思
い
、
今
の
職
場
で
し
っ
か
り
経
験
を
積
も
う
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
病
院
に
異

動
と
な
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
経
験
す
る
臨
床
の
現
場

な
の
で
、
日
々
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
業
務
に
あ
た
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

私
は
帰
国
し
た
当
初
、
海
外
と
の
つ
な
が
り
が

な
い
病
院
勤
務
に
戻
る
の
は
つ
ら
い
と
感
じ
、

な
か
な
か
進
路
を
定
め
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
の
時

【派遣前】
地方公務員（県職員）
【協力隊】
▶︎現職参加
▶︎・栄養士
・中南米
・2014 年度派遣
▶︎県の保健行政を統括す
る機関に配属され、栄
養失調児の削減など
に従事

【現在】
復職

【派遣前】
学校栄養職員、病院の
栄養科職員、市役所の
特定保健指導員など
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・栄養士
・大洋州
・2014 年度派遣
▶︎病院に配属され、院内
や地域の学校での栄
養教育などに従事

【現在】
大学の教員

【派遣前】
病院の栄養科職員など
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・栄養士
・アフリカ
・2015 年度派遣
▶︎病院に配属され、エイ
ズによる低栄養の患
者、高血圧や糖尿病
の患者などへの栄養指
導に従事

【現在】
国際協力事業を行う法人
の職員

Aさん（女性） Bさん（女性） Cさん（女性）

A
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派
遣
前
は
地
方
自
治
体
の
管
理
栄
養
士
と
し

て
、
出
先
機
関
の
保
健
所
で
公
衆
栄
養
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
。
協
力
隊
は
現
職
参
加
で
、
県
の

保
健
行
政
を
統
括
す
る
機
関
に
配
属
さ
れ
、
栄
養
失
調

児
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
帰
国
し
て
最
初

に
配
属
さ
れ
た
部
署
は
本
庁
で
、
県
の
栄
養
行
政
の
立

案
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
立
病
院
に
異

動
し
、
患
者
の
栄
養
管
理
を
す
る
業
務
の
担
当
と
な
っ

て
現
在
に
至
り
ま
す
。

管
理
栄
養
士
と
し
て
学
校
栄
養
職
員
、
病
院
の

栄
養
科
職
員
、
市
役
所
の
特
定
保
健
指
導
員
な

ど
を
務
め
た
後
、退
職
し
て
協
力
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。

協
力
隊
で
は
病
院
に
配
属
さ
れ
、
患
者
や
地
域
の
子
ど

も
な
ど
へ
の
栄
養
教
育
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
帰
国
後

は
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
診
療
所
に
勤
務
し
た
後
、
栄

養
士
養
成
校
へ
の
勤
務
を
経
て
、
今
年
度
か
ら
管
理
栄

養
士
養
成
校
で
あ
る
大
学
の
教
員
と
な
り
、
栄
養
教
育

や
国
際
栄
養
な
ど
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
社
会
人
と
し
て
大
学
院
に
進
学
し
、
栄
養
教
育
に

関
す
る
研
究
も
始
め
て
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士
と
し
て
病
院
の
栄
養
科
な
ど
に

勤
務
し
た
後
に
、
退
職
し
て
協
力
隊
に
参
加
し

ま
し
た
。
協
力
隊
時
代
の
主
な
活
動
は
、
病
院
で
エ
イ

ズ
に
よ
る
低
栄
養
の
患
者
や
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
の
患

者
な
ど
に
栄
養
指
導
を
行
う
こ
と
で
し
た
。
帰
国
後
は

大
学
院
に
進
学
し
、
協
力
隊
時
代
の
配
属
先
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
し
た
食
事
調
査
で
公
衆
衛
生
学
の
修
士
号
を

取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
協
力
事
業
を
行
う
法
人

に
就
職
し
、
O
D
A
事
業
の
業
務
調
整
な
ど
栄
養
士
の

専
門
性
と
は
関
係
が
な
い
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
本
職
の
か
た
わ
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
高
齢
者

へ
の
リ
ハ
ビ
リ
普
及
を
目
的
と
し
た
N
P
O
法
人
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
そ
の
活
動
に
栄
養
士
の
立
場
で
か
か

い
た
だ
き
、
今
の
道
へ
と
進
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日

本
で
は
「
海
外
を
経
験
し
て
い
る
栄
養
士
」
が
少
な
い

た
め
、
私
に
声
が
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

海
外
を
経
験
す
る
と
栄
養
に
関
す
る
視
野
が

広
が
る
の
で
、
海
外
経
験
が
あ
る
栄
養
士
は
栄

養
学
科
の
教
員
に
適
任
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
協

力
隊
経
験
を
通
じ
て
、「
栄
養
士
は
栄
養
以
外
の
こ
と

に
幅
広
く
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考

え
が
強
ま
り
ま
し
た
。
任
地
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

手
に
入
れ
ら
れ
る
食
材
に
限
り
が
あ
る
住
民
も
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、食
事
指
導
だ
け
で
は
不
十
分
で
、現
地

の
社
会
的
、文
化
的
、経
済
的
な
状
況
を
理
解
し
、可
能

な
栄
養
改
善
の
方
法
を
見
つ
け
、
提
案
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

私
も
協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
栄
養
に
関
す
る

視
野
は
広
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

途
上
国
の
栄
養
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
派
遣
前
は

「
貧
し
い
が
ゆ
え
の
低
栄
養
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
派
遣
国
の
主
な
栄
養
問

題
は
「
肥
満
」
で
し
た
。
雨
量
も
豊
富
で
、
元
来
、
食
事

は
イ
モ
類
を
主
食
と
す
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も

の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
安
価
で
料
理
の
手
間
も
か
か
ら

な
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
の
輸
入
食
品
が
流
通

し
、
肥
満
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
栄
養
に
関
す
る

問
題
は
、
そ
の
地
域
の
状
況
と
密
接
に
連
関
し
て
い
る

こ
と
を
協
力
隊
経
験
で
学
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
そ
う
し

た
学
び
は
、
栄
養
士
の
卵
の
学
生
に
積
極
的
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
協
力
隊
時
代
、
気
候
変
動
に
よ
る
干
ば
つ

の
増
加
で
低
栄
養
の
人
が
増
え
て
し
ま
っ
て

い
る
地
域
が
あ
る
な
ど
、
栄
養
に
関
す
る
問
題
は
「
環

境
問
題
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
学
び
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
栄
養

期
に
、
A
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
の
と
同
じ
栄
養
士
隊

員
O
G
の
方
に
お
目
に
か
か
る
機
会
が
あ
り
、
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
進
学
し
て
、
公
衆
衛
生

を
学
ぶ
と
決
め
た
の
も
、
そ
の
助
言
の
影
響
が
大
き
か

っ
た
で
す
。

勤
務
先
に
は
大
学
院
進
学
の
た
め
に
休
職
す

る
こ
と
を
認
め
る
制
度
も
あ
り
、
私
も
帰
国

後
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
仕
事
で
慌
た
だ
し
く
、
実
現
で
き
ず
じ
ま
い

で
来
て
い
る
の
で
す
が
、
お
ふ
た
り
は
大
学
院
に
進
学

す
る
の
に
あ
た
り
、
た
め
ら
い
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

私
は
ま
だ
進
学
し
た
ば
か
り
で
、「
大
変
さ
」

を
感
じ
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
大
学
教
員
の
道
を
進
み
続
け
る
た
め
に
は
修
士
号

が
必
須
で
す
の
で
、
覚
悟
を
決
め
て
修
了
に
漕
ぎ
着
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
院
に
つ
い
て
は
、
修
士
号
取
得
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
修
了
後
も
経
験
を
積
み
、
力
を
蓄

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私

は
現
在
、「
会
計
」
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
た
い
と
考
え
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
が
な
く
て
も

で
き
る
よ
う
な
仕
事
に
就
い
て
お
り
、
今
後
も
経
験
や

ス
キ
ル
を
生
か
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。栄

養
に
つ
い
て
の
視
野
の
広
が
り

私
は
帰
国
後
、
お
ふ
た
り
の
よ
う
に
「
も
う
一

度
国
際
協
力
の
現
場
に
戻
り
た
い
」
と
思
っ
た

こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
「
協
力
隊
経
験
を
生
か
し
て
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
」と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
で
す
。

そ
う
し
た
な
か
、
私
が
栄
養
学
を
学
ん
だ
母
校
の
先
生

か
ら
、「
大
学
の
教
員
に
な
ら
な
い
か
」
と
お
声
が
け

の
専
門
職
で
働
い
て
い
る
立
場
と
し
て
、
栄
養
の
問
題

に
つ
な
が
り
が
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
視
野
を
広
げ

て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
続
け
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
栄
養
の
問
題
に
は
、
栄
養
以
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
背
景
に
あ
る
」
と
い
う
、
私
た
ち
が

協
力
隊
経
験
で
得
た
よ
う
な
気
付
き
を
、
日
本
の
現
場

で
働
く
栄
養
士
と
共
有
し
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、

日
本
の
栄
養
士
が
海
外
の
栄
養
士
と
交
流
し
、
日
本
と

は
環
境
が
違
う
国
の
栄
養
の
問
題
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
協
力
隊

は
そ
う
し
た
機
会
の
1
つ
で
す
が
、
日
本
の
現
場
で
仕

事
を
し
な
が
ら
参
加
で
き
る
短
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

れ
ば
、よ
り
多
く
の
人
が
参
加
で
き
ま
す
。

今
の
お
話
を
伺
い
、栄
養
士
の
養
成
に
携
わ
っ

て
い
る
者
と
し
て
、大
き
な
仕
事
の
ヒ
ン
ト
を

得
た
と
感
じ
ま
し
た
。
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が
海
外

の
栄
養
士
、
あ
る
い
は
栄
養
以
外
の
専
門
性
を
持
つ
日

本
の
人
た
ち
と
交
流
し
、
栄
養
に
関
す
る
視
野
を
ぐ
っ

と
広
げ
る
。
そ
う
い
う
体
験
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

授
業
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
か
つ

て
授
業
で
、
海
外
の
栄
養
に
関
す
る
こ
と
を
調
べ
、
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
課
題
を
与
え
た
の
で
す
が
、
学
生

た
ち
が
扱
っ
た
の
は
大
半
が
欧
米
の
国
で
し
た
。
今
後

は
、
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
日
本
と
の
違
い
が
大
き

い
途
上
国
の
こ
と
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
授
業
展
開
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私
も
、
現
在
携
わ
っ
て
い
る
N
P
O
法
人
の
活

動
と
し
て
、
日
本
の
栄
養
学
生
や
現
役
の
栄
養

士
さ
ん
を
東
南
ア
ジ
ア
の
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
連
れ

し
、
栄
養
に
関
す
る
現
地
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

A

AB BC

CC BBA

CCC B

よ
も
や
ま
話

「
日
本
社
会
へ
の
復
帰
」や「
進
路
開
拓
」、「
協
力
隊
経
験
の
生
か
し
方
」な
ど
、

協
力
隊
員
の「
帰
国
後
」に
つ
い
て
、O
B
・
O
G
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

帰
国
後

第
18
回 

栄
養
士
隊
員
篇
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Pick Up OB・OG会 

青年海外協力隊
幼児教育ネットワーク

「派遣国」や「職種」など、何かしらの共通項を持つ協力隊経験者によって構成するOB・OG
会を、シリーズでご紹介していきます。

　
職
種
別
O
B
・
O
G
会
の
第
1
号
と
し

て
当
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
1
9
9
3

年
。
会
員
は
現
役
の
保
育
士
や
幼
稚
園
教

諭
が
多
く
、
当
会
の
活
動
と
本
業
の
両
立

が
常
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、「
無

理
を
し
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
職
種
別

O
B
・
O
G
会
ら
し
い
活
動
を
地
道
に
重

ね
て
き
た
。
そ
の
1
つ
は
、「
勉
強
会
」
の

定
期
開
催
だ
。
帰
国
し
て
ま
も
な
い
幼
児

教
育
隊
員
の
活
動
報
告
、
日
本
の
幼
児
教

育
分
野
の
第
一
人
者
に
よ
る
講
演
な
ど
で

構
成
す
る
も
の
で
、
帰
国
後
も
幼
児
教
育

に
携
わ
っ
て
い
る
会
員
に
と
っ
て
は
、
幼

児
教
育
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
視
野
を
広

げ
る
学
び
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
ほ
か
に
職
種
別
O
B
・
O
G
会
ら
し
い

活
動
と
し
て
、
J
I
C
A
の
研
修
員
受
入

事
業
で
幼
児
教
育
分
野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
る
際
に
、
研
修
員
た
ち
の
母
語

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
初
め
て
協
力
隊
員
が
赴

任
し
た
の
は
1
9
6
6
年
。
以
来
、
こ
れ

ま
で
に
同
国
で
活
動
し
た
協
力
隊
員
は

1
7
0
0
人
近
く
に
上
り
、
5
本
の
指
に

入
る
派
遣
規
模
の
国
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
国
で
活
動
し
た
協
力
隊
員
を
主
な
会

員
と
す
る
当
会
の
特
徴
的
な
活
動
は
、
5

年
に
1
度
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都
マ
ニ
ラ
で
の
懇
親
会

の
開
催
だ
。
当
会
の
会
員
だ
け
で
な
く
、

彼
ら
の
協
力
隊
時
代
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
、
お
よ
び
同
国
で
活
動
中
の
協
力
隊
員

な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
互
い
の
近
況
を
報

告
し
合
う
催
し
で
あ
る
。
す
べ
て
の
協
力

隊
員
に
と
っ
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い

る
の
か
、
自
分
と
共
に
過
ご
し
た
日
々
が

そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
の
か
は
、
大
き
な
関
心
事
。
こ
の
懇
親

を
話
せ
る
会
員
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
、サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
る
。

現
在
は
、
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う

幼
稚
園
や
保
育
園
で
生
じ
て
い
る
、
異
な

る
文
化
を
受
け
入
れ
る
う
え
で
の
混
乱
に

対
し
て
、
現
場
と
子
ど
も
た
ち
の
間
の
橋

渡
し
が
で
き
な
い
か
と
模
索
し
て
い
る
。

 
「
幼
児
教
育
隊
員
と
し
て
途
上
国
の
保
育

を
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
保
育
の

課
題
が
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本

の
保
育
の
課
題
に
関
し
て
認
識
を
分
か
ち

合
い
、
意
見
交
換
を
行
え
る
こ
と
が
、
当

会
の
会
員
の
楽
し
み
の
1
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
に
も
、
会
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
協
力
隊
経

験
者
な
ら
で
は
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
た
い

と
い
う
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」（
久
保
田
代
表
）

会
は
、
現
役
の
隊
員
や
任
期
を
終
え
て
ま

も
な
い
協
力
隊
経
験
者
に
と
っ
て
、
自
身

の
活
動
の
長
期
的
な
意
義
を
確
認
で
き
る

場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
3
年
に
台
風
「
ヨ
ラ
ン
ダ
」
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
際

に
は
、
支
援
の
た
め
の
募
金
活
動
や
、
現

地
の
隊
員
か
ら
の
情
報
を
踏
ま
え
た
物
品

の
寄
贈
な
ど
も
行
っ
た
。

 

「
協
力
隊
の
O
B
・
O
G
会
と
し
て
は
大

所
帯
だ
と
思
い
ま
す
が
、
派
遣
時
期
や
任

地
、職
種
、現
在
の
住
ま
い
な
ど
、会
員
の

属
性
ご
と
に
小
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、『
分

科
会
』
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
こ
と
も
進

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
理
事

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
柔
ら
か

な
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
若

い
世
代
の
協
力
隊
経
験
者
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
」（
中
垣
代
表
）

会員がサポートに入って実施された、JICAの研修員受入事業のワークショップ

2019年の「グローバルフェスタJAPAN」に出展したブースで、運営に参加した会員たち

協力隊フィリピン
ＯＢ/ＯＧ会

正式名称 青年海外協力隊幼児教育ネットワーク

設立時期 1993年7月

法 人 格 任意団体

代 表 者
（マレーシア・保育士・1989年度1次隊）

会 員 数 115人

入会資格 幼児教育隊員で、帰国後に入会の意志を示した人

会　　費 2000円／年

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 毎年7月に開催

役員会の頻度 年に5回

会員・役員間の
主な連絡手段 メーリングリスト（ウェブ会議の導入を検討中）

問い合わせ窓口

情報発信の手段 —

Outline

Organization

Management

Contact

正式名称 協力隊フィリピンＯＢ/ＯＧ会

法 人 格 任意団体

代 表 者
（フィリピン・園芸作物・1970年度2次隊）

会 員 数 255人

入会資格 当会趣旨に賛同する人（協力隊経験者〈派
遣国を問わない〉、JICA職員など）

会　　費 5000円（入会時のみ、永年会費）

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 毎年4月に開催

役員会の頻度 月に1回

会員・役員間の
連絡手段 メーリングリスト

問い合わせ窓口
    

情報発信の手段 https://www.facebook.com/
j

Outline

Organization

Management

Contact

1 会員相互の親睦を深める。

2 フィリピンとの友好親善に努める。

3 フィリピンへの国際協力の可能性を探る。

1 会員間で情報交換を行う。

2 日本の幼児教育関係者に向けて協力隊の広報活動を行う。

3 幼児教育隊員への後方支援を行う。

■ 会の目的 ■ 会の目的 
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活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第108回

  

　秋が深まるとトルコの黒海には、カタクチイワシ （現地名：ハ
ムシ）の収獲シーズンが到来します。価格は1キロ （100匹以上）
が約130円。水揚げされたばかりなので鮮度は抜群です。現地
のイワシ料理は、油を敷いた特性フライパンで焼くもので、煮干
しはありません。黒海沿岸の冬場の気候は日本並みに寒く、し
かもどんよりと曇っています。さらに、夜間は石炭暖房の煙が立
ち込めていて好条件とはいえませんでしたが挑戦しました。　

 ティッピータップのつくり方

　前号でご紹介した 「正しい手洗い」で手洗いの大切さがわか
ったところで、手を触れなくても水が出る、ティッピータップを現
地の人と一緒につくります。製作に必要なものはできるだけ現
地の人々に集めてもらうことが重要です。中に入れる水はきれ
いな水でなければならないことを強調し、できればその場で誰
が水を補充するのか、どこから水を持ってくるのか、ということも
決めておくと、より持続的に活用してもらえます。

 煮干しをつくってみよう

①プラスチック容器の側面、キャップの
すぐ下の部分に水を出すための穴をあけ
る。水を出す穴から一番離れた上部に空
気抜き用の穴をあける。

④踏む用の棒とプラスチック容器のキャ
ップをヒモでつなげる。足元の棒を足で踏
むと容器が傾くように長さを調整し、必要
であれば石けんも穴をあけてヒモを通し、
木の棒にぶら下げる。

②地面にY字の棒を突き刺す。⑤完成。

4

5

3

③❷の棒に長い棒を渡す。このとき、プラ
スチック容器の手持ちの輪の部分を通し
てぶらさげる。

［用意するもの］
●Y字の棒…２本
●まっすぐな長い棒…１本
●まっすぐな短い棒…１本
●ヒモ…約2メートル
●プラスチック容器（油や洗剤が入
っていたもの）…1個

●穴をあけられる千枚通しのような
もの。釘でも可。

1

①大きめの鍋に水と塩とイワシを入れる。
沸騰してから約5分、煮る。沸騰後は火力
を調整し、蓋を半分くらい開け、吹きこぼ
れないよう注意。吹きこぼれるとイワシ
の身が崩れてしまう。

④乾燥4日目。季節や天気によって乾燥
度合いが違い、湿度が高いときなどは、腐
敗したりカビたりしてしまう可能性もある
ので、要注意。

②穀物用のふるい（ネットやザルなどで
OK）にペーパータオルを敷き、イワシを広
げて乗せる。箸などで丁寧に水を切って乗
せるのがきれいな煮干しをつくるコツ。

⑤乾いて固くなったら完成。乾燥し切らな
くてもおいしい生干しを楽しめます。生干
しの場合はカビやすいので、冷蔵庫か冷
凍庫で保管し、早めに食べきりましょう。

4

5

3

③ふるいを天日が当たる風通しの良いと
ころに置き、乾燥。夜間は、煙害を防ぐた
め、ペーパータオルで覆った。

［材料］
●イワシ…500g
●塩…40g（水の重量の2％）
●水…2ℓ

1

2 2

ナビゲーター = さん
（シニア海外ボランティア／トルコ・野菜栽培・2014年度2次隊）

※派遣名称は派遣当時のものです。

保存食づくりに挑戦

さん
（ベナン・感染症・エイズ対策・2017年度1次隊）

手洗いの啓発活動②

活動に役立つアイデア

　

生活に役立つ技　知っトク情報

ナビゲーター = さん（ルワンダ・服飾・2014年度1次隊）

好きな布でネクタイをつくろう！

 

【仕上がりサイズ】
長さ：約140cm　幅：約8cm

ミシンでも手縫いでもつくれるネクタイ

　縫い目は全て内側になるので、ほつれなども気になりません。
工程は①布を斜めに裁断　②剣先 （とがっている部分）を縫う
③半分に折り、縫い合わせる　④ひっくり返して整える、の４工
程です。バイアス （斜め45度）裁ちにすることで、首になじむよ
うになります。ネクタイの正面にどのように柄を持ってくるかを考
えて生地を裁つと、素敵な1本が出来上がります。

⑤❹を開き、上部分を中心線から
左右対称になるように裁断する。

④斜めの部分をさらに4センチ折
り、裁断する。

③切った後の、残り部分が大きい
方の布を使う。

②折り目から直角に、上側4セン
チ、下側8センチの場所に印をつ
けて線で結び、裁断する。

①表布を中表に三角（45度）に
折る。

12345

⑩ひっくり返して、目打ちやまち針
を使って角をしっかりと出し、アイ
ロンで整える。裏地側に表布が少
し見えるように整える。

⑨両脇からそれぞれ中央部に向
かって縫い、余った布を縫わない
ようにする。縫いどまりから３ミリ
残して縫い代を切り落とす。

⑧裏地から両サイドを１センチずら
して表布を合わせる。表布の中央
に布が余るようにする。

⑦裏地の大きいパーツのとがった
部分を１センチ切り落とす。

⑥裏地を裁断する。大きいパーツ
は同じサイズ、小さいパーツは脇
の直線部分4センチで裁断する。

678910

⑮完成！　小剣通しなどをつくる
とさらに本格的なネクタイになり
ます。

⑭縫い代を開くようにアイロンを
かけ、ひっくり返す。ひっくり返す
ときは、片方の端にヒモを結んだ
安全ピンをつけ、ヒモを間に通し
てから引っ張ると、返しやすい。

⑬1本のヒモ状になったら、裏地と
一緒に半分に折り、５ミリの縫い
代で直線を縫う。

⑫大きいパーツと小さいパーツの
尖った部分と反対側を、５ミリず
らして中表に合わせ、５ミリの縫
い代で縫う。

⑪小さいパーツの裏地も同じよう
に縫い付け、ひっくり返す。

1112131415

［用意するもの］
●表布…タテ50cm×ヨコ60cm程度
●裏布…薄手の布（サイズは表布と同じ）
●糸…太さは50〜60番の普通地用
●手縫い用の針、またはミシン
●マチ針
●ハサミ
●定規
●チャコペン（鉛筆やチョークでも可）
●アイロン

8cm

表
布（
表
）

表
布（
表
）

表
布（
裏
）

縫
う

縫
う

【
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5mm 5mm
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※進路相談の対象は、青年海外協力隊およ
び日系社会青年海外協力隊経験者のみとな
ります。
※カウンセラー／相談役により対応可能な
日が異なりますので、あらかじめ電話また
はメールでのご連絡をお願いします。

さん（エチオピア・観光
・2016 年度 3 次隊）

シューカツ
START

出 身 地  北海道
生まれた年  1986年（帰国時の年齢：32歳）
略 歴

■2010年、名古屋大学卒業後、旅行会社に約5年間勤務。

■2017年1月、青年海外協力隊員としてエチオピアに赴任。エチオピア

の南部諸民族州文化観光局で観光促進などに携わる。

■2019年1月、帰国。

■2019年8月、エチオピアからバラを輸入・加工・販売等する会社に就

職。現在は主に、日本国内の販売へ向けた営業活動をしている。

仕 事 選 び で 一 番 大 切 に し た こ と は ？

エチオピアにかかわる仕事に就くこと。

就 活 を と お し て 一 番 苦 労 し た こ と は ？

就活前に、どこに住んで働くか（海外か日本か？地元か東京か？）が定ま

らず、スタートが切れませんでした。周囲の人は次の進路をどんどん決めて

いき焦りました。しかし、エチオピアに再渡航し、考える時間をつくったこと

で、その分開始は遅くなりましたが、ブレない就活の軸ができました。

協 力 隊 経 験 を ど う 伝 え ま し た か ？

「職務経歴書」の中に、協力隊の活動で特に力を入れたことを3つピック

アップして、各150字程度にまとめて記入しました。それぞれ「私の考える

現地の抱える課題→課題解決のために取り組んだ活動」という風に、思

考・計画・行動がわかるように記述。厳選したので、面接でこれらに関す

る質問があっても、自信を持って落ち着いて答えることができました。

鈴川さんと面談して明確であったことは「エチオピアにかかわる仕事をしたい」でした。ダイ
レクトメール（DM）を勧めた理由は、「①応募企業への志望動機が明確でかつ強い　②ど
のような仕事をしたいのか、どのような形で当該企業に貢献できるか明確　③やりたい業務
の求人が顕在化していない」。鈴川さんは、職務経歴の棚卸（協力隊活動も含む）をしっかり
されて、それを応募書類作成、面接に活かすことができました。皆さんにも、就職したい企業
が中小企業の場合、DM（社長宛）という手段もあることを知っていただきたいと思います。

青年海外協力隊相談役による シューカツの総括

さん
担当地域：北海道

●経歴：航空会社で接客や財務、人事、CS推進などに携わった後、人材会社でキャリアカウンセラーとして
早期退職者の再就職支援や職業紹介、キャリア形成支援に従事。2012年にJICA進路相談カウンセラーと
なり、現在は青年海外協力隊相談役。

＊カバーレター…履歴書、職務経歴書を送る際の送り状。

強　み
新しい知識を積極的に学び、吸収する力。信頼関係
を構築する力。挑戦し、やり切る力。アムハラ語（エ
チオピアで広く話されている言葉）。

弱　み 前職から約 4 年間仕事のブランクがあること

有 す る 資 格 総合旅程管理主任者、総合旅行業務取扱管理者

アピールできる経験 前職の営業経験

 2次試験  （面接）

面接では、「志望動機」「前職（旅行会社）での
職務内容」「協力隊活動の内容」を聞かれた。「こ
の仕事をしたい」という気持ちを真っ直ぐに押し出
すことができた。面接までに協力隊を含む自分の
経験を棚卸して見つめ直し、自分がやってきたこと
に自信を持って面接に臨むことが大事だと感じた。

GOOD POINT!
自分の興味・関心ある企業が、希望職種の
採用をしているかどうかわからない場合、相
談役からの助言で送ったダイレクトメール

（企業・団体のトップ宛に応募書類を直接
送付すること）は有効な手段だと感じた。

 内定 

シューカツREVIEW
自分の中の「エチオピアにかかわる仕事がし
たい」という気持ちを貫いたところが、就活の
成功につながったと思う。

 応募開始  （1次試験：書類）

応募書類は、カ
＊

バーレター、履歴書、職務経歴書。
書類は作成後に第三者に見せ、アドバイスを貰う
と、自分では気づかなかった改善点が見つかる。何
度も書き直して、中身を煮詰めていくことが大事。

 情報収集を開始  
青年海外協力隊相談役、国際キャリア総合情報
サイトPARTNER、民間の転職サイトを利用。また、
JICAエチオピア事務所にも相談し、エチオピアに
かかわれる仕事を探したが、関連企業情報は非常
に少なかった。

帰国
直後

帰国
5カ月後

帰国
6カ月後

応募した数…10社
書類選考通過…4社
内定した数…2社

先輩隊員たちの就職活動の記録をJICA進路相談カウンセラー・
青年海外協力隊相談役とともに振り返ります。

JICA海外協力隊ウェブサイト
「帰国隊員の進路開拓についての

相談受付」▲

ht tps://w w w.jica.go. jp/
v o l u n t e e r/o b o g /c a r e e r _
support/counselor/

自己 PR

国外

収入

安定

プライベート

国内

やりがい

挑戦

仕事

仕 事 選 び の 今 昔 。 重 視 し た の は ？

協力隊参加前＝ 　協力隊参加後＝

就職先：
インパック株式会社

（民間企業：製造・販売・輸入業）

事業概要：花の包装用資材の製造事業、エチオピアからバラ
の直輸入販売事業　など

就職！

 先輩隊員の

シューカツ記

  



33 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 8

JOCV SPORTS NEWS
バドミントン界のITインフラづくりをサポートする
青年海外協力隊に参加し、ドミニカ共和国でバドミントン代表選手のコーチとして活動した伊藤幸太さ
んは、帰国後、「株式会社minton（ミントン）」に就職。バドミントンの試合にウェブサイトからエントリ
ーできるシステムなどを提供する同社で、バドミントンにかかわる人たちをつなぐ仕事をしている。

ドミントン界のITインフラを創る、をス
ローガンに掲げる株式会社minton。ウ

ェブ上から試合にエントリーできるバドミント
ンポータルサイトを始め、バドミントン用品の
オンラインストア、スポーツ協会向けのウェブ
サイト制作サービスなどを提供している。
　同社で働いているのが、協力隊経験者の伊
藤幸太さんだ。2019年1月に協力隊の活動を
終え、4月にmintonに入社。同社は16年に設
立された新しい会社で、伊藤さんは現在EC事
業部リーダーとして事業の提案や営業活動、
事業の運用などを行っている。
 「社員は社長を含めて4人なので担当業務が
あるというより何でも担当します。各地域のバ
ドミントン協会の担当者と話し、困りごとや要
望を聞いてウェブエントリーなどの提案をする
営業活動や、オンラインストアの商品の仕入、
在庫調整、発送作業などもしています」
　伊藤さんは中学時代にバドミントンを始め、
大学卒業までバドミントン一色の生活を送って
きた。大学ではコーチングも学び、スキル向上
のために異文化でのコーチングに興味を持っ
た。そのとき協力隊のことを知り、参加を決
意。その後、ドミニカ共和国でバドミントン代
表チームコーチとして活動することになった。
 「さまざま価値観と出会い、自分の考え方の
幅が広がる貴重な経験だった」と伊藤さんは
協力隊経験を振り返る。ドミニカ共和国バド
ミントン代表選手の東京オリンピック出場を目
指し、現地の選手やコーチ、バドミントン連盟
とともに活動を開始。選手とコーチとは練習

を通して良い関係を構築できたものの、連盟
の担当者とは良好な関係が築けず、悩む日々
が続いた。指導について話し合うなど関係を
築こうとしたが、伊藤さんの熱意は伝わらなか
った。また、連盟の資金が正しく使われていな
いことや、連盟の不手際で選手が大事な大会
に出場不可となる状況も見て、連盟の担当者
と理解し合うのは難しいと考えるようになる。
 「悩み抜いた末、悩んでも仕方ない、次に進も
うと考え、選手やコーチ、その他指導者との関
係をより深めることにしました。人の価値観
や考え方の根底には、育った環境や文化があ
るので、相手を変えることは難しい。寛容であ
ることの重要性も学びました」
　そして、この経験は現在の仕事でも役立って
いると伊藤さんは話す。
 「例えば、ある指示があったとき、何があって
もこう動くべき、という考え方を昔はしていま
した。でも状況は変化します。そのときの指示
に加えて『現状はどうなのか』も合わせて考え
ることができるようになりました」
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、バ
ドミントンの大会が相次いで中止となったとき
も、「今できることは何か」と考えることがで

きた。自粛期間中、mintonでは協会の方への
インタビューなどをブログで紹介。7月に入り、
開催予定の大会も徐々に増えてきたそうだ。
 「スポーツは人々の生きる活力になる」と伊藤
さんは言う。競技者も応援する人も一体感を
持ち、熱中し、楽しい時間を共有する。競技者
は、できないことをクリアする中で自分の芯が
でき、生き方も学べると感じている。そんなス
ポーツの力と協力隊経験を生かし、伊藤さん
には実現させたい事業がある。「今は漠然と
しているけど」と前置きし、話してくれた。
 「『スポーツ』と『IT』は『国際協力』と相性が
いい。スポーツに言葉はいらないと言われたり
するように、まさに世界の人が共通して楽しめ
ること。そしてITは世界をつなぐツールです。
その2つを隊員経験でつなぎ展開することで
ビジネスにも国際協力にもなる。これらを使っ
て、世界中のバドミントンにかかわる人をつな
ぐ新しい価値を提供したいと考えています」

株式会社 minton
EC事業部リーダー

さん
（ドミニカ共和国・バドミントン
 ・ 2016年度3次隊）

●プロフィール：1992年生まれ、東京都出身。2015年、
東洋大学健康スポーツ学科卒業後、フィットネスクラブに就
職。17年1月、青年海外協力隊員としてドミニカ共和国に
赴任。同国バドミントンナショナルチームのコーチを務める。
19年1月、帰国。4月より現職。

バ

J a p a n O ve r s e a s C o o p e r a t i o n Vo l u n t e e r s ' S P O R T S N E W S

平和・平等・協力・健康……「スポーツが持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの現在の活動・仕事を紹介します。

mintonのオリジナルグッズのTシャツを着た伊藤さん。今後、オンラインストアで販売するTシャツの生地を協力隊の
派遣地域であった中米から仕入れることを検討するなど世界とつながる企画も考えている

仕事中の伊藤さん。オンラインストアでの販売キャ
ンペーンなど実施したい企画はどんどん提案する
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募集中のお題

「通勤」「歯みがき」「お風呂」「食器洗い」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

リラックスタイム
何でだろう、何も考えず、そよ風をただ感じ、寝ているだけで幸せな気持ちになれる。庭の周りから聞こ
えるノリノリのラテン音楽、そして常に笑いながら飛び交うスペイン語。そんな何気ない休日のひとと

きが僕にとってはリラックス時間。そんな僕に欠かせないもの、そう、それはハンモック。

ペンネーム：メ グスタ ラ シエスタ さん（中南米・体育・2019年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

イラスト＝牧野良幸

　 束の間の休息
教員養成学校の昼休憩。職員室からは、同
僚の先生たちの笑い声が聞こえ、昼ご飯の
いい匂いがする。ゴザを敷く。円になって持
ち寄った食材をみんなで食べる。片づけた
後は……川の字になって……昼寝!　積み上
げられた枕は、このためか。ゴザと枕と同僚
たちがいるという安心感が揃った束の間の
休息。この時間が、いつしか私の楽しみにも
なっていった。

ペンネーム：満月 さん
（アジア・小学校教育・2019年度派遣）

★ 　 スマイル
任地での生活を始めるにあたり、まずは寝
室づくりからスタート。掃除を終え、大家さ
んと一緒に木製ベッドを組み立てる。よう
やく完成し、ベッドを配置すると、「このベ
ッドの下にカーペットを敷くにはどうしたら
いいかな？」と笑顔の大家さん。計画性も大
事だけど、笑顔の方がもっと大切だなぁと
気づきました。

ペンネーム：丸顔 さん
（アジア・理科教育・2019年度派遣）

★
★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

　 あるものが寝具
バイク上で器用に横になって寝る運転手た
ち。私も彼らのように不安定な長椅子の上
など場所を問わず寝られるようになりまし
た。蚊帳で結界を張った快適なマットレスの
上ではなく、暑い時間帯に配属先のゴザで
子どもたちと寝る。暑いし狭いし固いし、体
にゴザの跡がつくけど至福の時間。

ペンネーム：猫とパーニュ さん
（アフリカ・家政・生活改善・2019年度派遣）

★★★

お題 ▶︎ 寝具
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一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室
eメール

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今号をお読みになり、どのようにお感じになり
ましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。
また、今後取り上げてほしい企画や特集のテ
ーマ、ご紹介いただけるアイデアがございまし
たら、下記のメールアドレスにお送りください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

令和2年8月号［第56巻第7号 通巻659号］
発行日　令和2年8月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1
竹橋合同ビル

『クロスロード』ウェブ版は
以下のアドレスからアクセスできます。
https://www.jica.go.jp/
volunteer/outline/publication/
pamphlet/crossroad/index.html

●派遣国での活動・生活での “失敗” 談、お聞
かせください。

●活動や日常でちょっと役立つ、そんな技をお
伝えください。もしくはこんな技を紹介してほ
しいというご要望もお待ちしています。

●P34の下に記載されている「お題」で派遣国
での活動・生活のことをつぶやいてみませんか。

●日本でつくれる派遣国レシピをお寄せください。

※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

JICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ
INFORMATION

　6月にオンライン上で全5回に
渡り「現役JICA海外協力隊員
と共に、これからの国際協力を
考える」と題したトークライブ
を開催しました。登壇したのは、
新型コロナウイルス感染症拡大
を受けて、活動半ばで一時帰国したJICA海外協力隊員、合計18人。
活動体験の発表やトークセッションが行われ、登壇者はいずれも派
遣国に対する熱い想いを語り、前を向いて進もうとする強い意志を
示しました。同ライブには延べ500人以上が参加し、「一時帰国を
強いられたにもかかわらず、明るく前向きな一時帰国隊員と接するこ
とができ、自分自身にとっても何事にも前向きに取り組む元気をもら
えた」という声も寄せられました。

　熊本県立大学（白
しら

石
いし

隆
たかし

理事長）では、熊本県とJICAの連携協定
を踏まえ、大学院教育においても、海外体験（国際協力・貢献活動）
と専門教育を組み合わせて、地域のグローバル化に貢献できる高度
グローバル人材を育成します。また、既に海外でJICA海外協力隊や
他のボランティア活動等を経験された方に対しては特別な入試制度
（大学院博士前期・社会人特別選抜〈国際協力枠〉）も用意しています。
大学院プログラムに国際協力・貢献活動を含める、一般選抜（国際
協力枠）型と合わせて、極めて画期的な国際協力人材育成プログラム
になります。詳細はウェブサイトをご覧ください。
■対象：A＝概ね2年間の国際協力・貢献活動の経験がある方のた
めの入試制度（社会人特別選抜〈国際協力枠〉）
B＝原則3年間の大学院在学中に、海外において国際協力・貢献活
動を経験する方のための入試制度（一般選抜〈国際協力枠〉）
■募集要項配布：令和2年（2020年）7月上旬
■募集期間：令和2年（2020年）7月下旬以降順次

▲

熊本県立大学ウェブサイト「高度グローバル人材育成」
https://www.pu-kumamoto.ac.jp/news/detail.php?id=1041

熊本県立大学の大学院入試のご案内

JICA関西がオンラインで
JICA海外協力隊トークライブを開催

　6月20、21日にオンラインで帰国後研修を実施し、合計64人の帰
国隊員が参加しました。今後のキャリアを考えるうえで重要となる自
己理解をメインとした研修で、隊員同士が意見交換する時間も盛り込
まれたことから、参加者より高い評価を得ることができました。
　次回は、8月8日（土）～10日（月）の3日間（午前と午後各1回の
計6回、1回3時間）の開催を予定しています。隊員同士の意見交換に
よる協力隊経験の振り返りの部分を充実させ、より質の高い研修をオ
ンラインで目指します。詳細は以下にお問い合わせください。

▲
青年海外協力隊事務局人材育成課　帰国ボランティア進路支援5

オンライン帰国後研修の実施と
今後の開催予定

トークライブの登壇者たち

　一般社団法人日本野球機構（NPB）は、ベースボール型授業の指
導用教材「みんなが輝くやさしいベースボール型授業」をNPB公式
サイトにて公開しました。
　本教材は、小学校3年生から6年生まで「ベースボール型」授業の
単元計画案、学年ごとの授業の進め方などをわかりやすいイラスト
を用いて丁寧に説明したもので、JICA海外協力隊員の希望者にも派
遣前訓練時に配布をしています。今回のサイト公開にあわせ、新型
コロナウイルス感染予防を考慮した指導のポイントも新たに掲載さ
れました。さまざまな場面で、ぜひご活用ください。

日本野球機構が 「ベースボール型授業の指導
用教材」を公式サイトで公開

▲

NPB公式ウェブサイト「みんなが輝くやさしいベースボール型授業」
https://npb.jp/promotion/pe-lesson/
※指導用教材の本文または写真などを転載・転用する場合には、事
前の申請が必要になります。詳細はNPB公式サイトをご参照ください。
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今月号の表紙

ネパール
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　派遣国の料理屋に行ったとき、メニュー
を見て一番安い価格帯の列に並んでいた
「地三鮮（ディサンシエン）」という名前か
ら「大地の三つの新鮮なもの」とは何かと
興味を惹かれて注文。ひとくち食べて思っ
たのが「この値段（15元〈約225円〉）で、
このおいしさ！」でした。中華料理に興味
があったのですが、つくり方が難しかった
り、材料が任地で揃わなかったりして、な
かなかつくれずにいました。「地三鮮」は、
完成品から食材が身近に感じたので、見よ
う見まねでつくってみることにしました。私
の任地である中国の東北地方は、ニンニク
をふんだんに使った料理が多いようで、こ
のレシピにももちろん入っています。
　現地の食べ物を好きになれたというの
は、健康的な生活を送る上で非常にラッ
キーでした。自分では店のような深いコク
は出せませんが、それでもつくってみると、
派遣国のことを思い出すことができます。

ニンニク多めの野菜炒め
中国東北地方の「地三鮮」

ジャガイモ…2個
ナス…1本
ピーマン…3個
ニンニク…1～ 2かけ
サラダ油…大さじ2
砂糖…大さじ1
醤油…大さじ1
鶏がらスープの素…小さじ1～ 2
片栗粉…小さじ1（大さじ1の水で溶く)
ゴマ油…小さじ1（なくてもOK）
花椒（ホアジャオ）※…適量（なくてもOK）

❶ニンニクを細かく刻む。
❷ジャガイモ、ナス、ピーマンを一口大に切る。
❸フライパンに油を敷き、ジャガイモを炒め
る。中まで火が通り、表面に色が濃くつく
程度までしっかり炒め、一度取り出す。

❹フライパンに残っている油を使ってニンニ
クを炒め、香りが出たらナスを入れる。
❺③のジャガイモを入れ、砂糖と醤油で味
を整える。花椒は好みで入れる。

❻ピーマンと鶏がらスープの素を入れて炒める。
❼水に溶いた片栗粉を入れ、ゴマ油を垂ら
せば、出来上がり！

野菜は油で揚げてから炒めるのが主流のよ
うで、現地の料理屋で食べていた地三鮮も
揚げた野菜でした。しかし、揚げなくてもし
っかり炒めれば、近い味になります。

主な材料はこれだけ！ ❸ジャガイモはしっかり
炒め、中まで火を通す

さん（中華人民共和国・日本語
教育・2015年度3次隊）
●活動内容：遼寧省瀋陽市の中高一貫校で
現地教員とともに日本語教育を行う。

今月の料理人

つくり方

ひとくちメモ

材料（1人分）

※中国のスパイス。ピリピリと痺れるような辛味がある。山椒
（サンショウ）でも代用できるが、花椒の方が辛味が強い。

隊員's ポイント！
好みの味付け（ショウ
ガやオイスターソース
など）で自分の味を！

日本でつくる現地の
「めし」は活力の源

おかわ
り!
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